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本書は、柏崎市教育委員会が平成30(2018)年度に各種土木工事に伴い実施した試掘 ・

確認調査の記録集です。

調査遺跡は多くの場所で発見されることから、地域に密着した文化財と言えます。しか

しながら、通常は地中に埋まったままであり、私たちの生活とは長い間切り離された状態

にあります。発掘調査を行うことで、初めて遺跡の存在や内容を見ることができます。長

期間の発掘調査の場合は、可能な限り現地説明会を開催し、より多くの市民の皆様に遺跡

を公開していています。その一方で、小規模で短期間で行われる試掘・確認調査などの多

くは、御覧いただくことができないのが現実であります。

また、今年度には文化財保護法の一部が改正されました。その趣旨は、地域における文

化財の計画的な保存・活用の促進や、文化財保護行政の推進力の強化を図るものです。そ

して、文化財の活用が地域活性に貢献することも期待されています。これらのことを踏ま

え、 当市としましても引き続き規模の大小に関わらず埋蔵文化財調査に適切に取り組み、

次世代に残し、活用できる記録としての報告書作成に努めていきたいと考えております。

当市で実施する試掘・確認調査は、柏崎市内遺跡発掘調査事業として国県の補助金を得

て実施しています。第29期となる令和元 (2019)年度は、これまでに5件の調査を実施

しています。併せて、平成30年度（第28期）に実施した調査の整理業務も継続して行っ

ています。本書では、第28期に実施した計8件の調査の記録を収録しています。主な成

果としては、 4つの新たな遺跡を発見しました。工事と埋蔵文化財保護の両立を固るため、

協議資料を得ることのできる試掘調査等の重要性は高いといえます。各調査で得られた資

料の蓄積が、地域の方々の目に触れ、文化財の保存・活用へとつながれば幸いに思います。

最後に、埋蔵文化財の保護に御理解と御協力をいただいた各土木工事等の事業主体者及

び関係各位、日頃から本事業に格別なる御助力と御配慮をいただいている新潟県教育委員

会、そして調査に御尽力いただいた調査員・補助員の皆様に対し、深く感謝と御礼を申し

上げます。

令和元 (2019)年 12月

柏崎市教育委員会

教育長近藤喜祐



例 言

1.本報告術は、新潟県柏崎市における各種の土木工事等に伴って実施した試掘調査・確認調査等の記録である。

2 本報告杏は、柏崎市教育委員会が主体となり 、 国 • 県の補助金を得て平成 3 (1991)年度から実施している「柏

崎市内辿跡発掘調査等事業」により作成した。令和元年度は第29年次（第29期）であることから、本報告柑

は 「柏崎市の追跡29」とした。

3, 第29期で刊行する本報告術は、平成30(2018)年度に実施した、合計8件の試掘調査等の報告を所収する。

試掘調査等の内訳は、周知の埋蔵文化財包蔵地における確認調査5件、試掘調査3件である。なお、同年度に

実施した西岩野辿跡第7次確認調査は別書に所収する予定である。

4．各調査の現場業務は、主に博物館職員及び埋蔵文化財事務所のスタッフを調査員・調査補助員として実施した。

整理・報告瞥作成業務は、埋蔵文化財事務所（柏崎市西山町坂田）において、戦員（学芸貝）を中心に行った。

5.調査によって出土した辿物の注記は、各追跡 ・地区等の略称の他、試掘坑名、層序等を併記した。

6.本事業で出土した辿物並びに調査や整理架務の過程で作成した図面 ・記録類は、すべて一括して柏崎市教育

委員会（埋蔵文化財事務所）が保管 ・管理している。

7.本報告書の執節は、次のとおりの分担執館とし、編集は平吹が行った。

第II章、第IlI章、第V章、第VIII章・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 中島義人

その他・.............................................................................平吹

8.本柑掲載の図面類の方位は全て真北 （座標北）である。

9. 発掘調査から本杏作成に至るまで、それぞれの事業主体者及び関係者等から様々な御協力と御理解を賜った。

記して犀く御礼を申し上げる次第である。

滝沢規朗 橋本栂文

ター

田悔義正

北条コミュニテイセンター

株式会社藤真工業 柏崎土地改良区

団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団

上条町内会 畔屋地区町内会

畔屋地区活性化委員会

新渇県（柏崎地域振興局）

柏崎市

錆

北鮒石コミュニテイセン

本条地区活性化委員会

新潟県教育委貝会 公益財

（順不同 ・敬称略）
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I 序説

1 平成30(2018)年度柏崎市の埋蔵文化財業務

柏崎市教育委員会（以下、柏崎市教委とする）では、補助事業として第28期となる平成30(2018)年

度も国県の補助金を得て緊急目的の試掘調査等を実施し、第29期となる令和元 (2019)年度（当該年度）

に整理作業を継続した。本書には、おもに平成30(2018)年度に実施した試掘調査等について調査成果

を掲載した。以下では、 平成30(2018)年度の調査業務について概観する。

業務概要 平成30(2018)年度、市教委では、文化財保護法第93条の届出11件、第94条の通知15件

を受理した（平成29(2017)度、届出16件、通知13件）。また、土木工事等に係る埋蔵文化財の所在確

認が55件（平成29(2017)年度、68件）、不動産調査に係る所在確認は86件（平成29(2017)年度、78件）

依頼があった。

実施した調査（現場業務）としては、本発掘調査2件、試掘調査・確認調査9件、 工事立会20件である。

また、各種調査に伴う整理作業も並行して進めており 、 3冊の報告杏（「柏崎市の追跡28」 ・ 「布目 •前谷地」 ・

「西岩野2」)を刊行している［柏崎市教委2018・同2019a・同2019b]。

その他、柏崎市立博物館において企画展示を2件開催した。1件目は「ドキドキ！？縄文土器ー大むかし

の文様」と題し、縄文土器に施された数々の文様にスポッ トをあてた (5月3日～3月31日）。展示では、

復元土器、土器片、文様を施すための原体と施文した粘土板をそれぞれ展示し、原体をどのように使用す

ると文様ができるのかを分かりやすく解説した。2件目は「古代三嶋郡の世界一奈良平安時代のくらしと

鉄生ー」と題し、柏崎市域で発掘調査された奈良 • 平安時代の集落追跡と製鉄辿跡の特徴について迫った

(lo月13日～11月25日）。暮らしに関わる集落遺跡と生産辿跡に区分して紹介し、それぞれの特徴が分か

るよう追物展示やパネル解説を行った。併せて、展示解説4回、 11月4日には関連報告会も行った。

試掘調査 ・確認調査 各種の開発事業等について、施工区域内における辿跡の有無等を確認するための

試掘調査、範囲 ・性格 ・内容等の概要までを把握するための確認調査を実施した。平成30(2018)年度

に実施した全9件の試掘調査 ・確認調査（保存目的で実施した西岩野辿跡第7次確認調査の1件は、別也

にて掲載予定）を原因事業別にまとめると、県営ほ場整備事業2件（畔屋地区、本条地区）、県道改良工

事2件（西岩野遺跡第6次、馬場 ・天神腰辿跡第4次）、県河JII改修工事1件（曽地新田地点）、市道改良工

事2件（藤元町地点、上条城跡隣接地第2次）民間等事業1件（城東地点）となる。なお、平成29(2017) 

年度に実施した試掘調査 ・確認調査の件数は6件、平成28(2016)年度の実施件数が9件であり、柏崎市

における調査件数は、近年、横ばい状態となる。ただし、県営ほ場整備事業に係る試掘 ・確認調査の調査

対象面積については近年増加している。

工事立会 調査対象範囲が狭小な場合や、工事による追跡への影評が軽微である場合などにおいて実施

した。平成30(2018)年度に実施した20件 （逍跡）の工事立会を原因事業別にみると、県営ほ場整備事

業9件（番ヶ表追跡、大割辿跡、布目辿跡、ワゴ遺跡、山室深町追跡、不退寺辿跡、内田遺跡、小寺島南

迎跡、長嶺江添遺跡）、県道工事2件（坂田遺跡、馬場 ・天神腰追跡）、市関連工事4件（住吉追跡、宮平
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遺跡、宮原A辿跡、 西岩野迫跡）、その他民間工事5件 （箕輪遺跡、伝大寺跡、北条城跡、大消水城跡、）

となる。民聞工事は住宅建築に係るものが大半であ り、1辿跡に対し複数の工事が対象となる場合がある。

文化財保護法の届出とともに増加傾向にある。

本発掘調査 記録保存のための本発掘謂査として、県営ほ場賂備事業に伴 う長嶺川田遺跡、 長嶺江添の

塚の調査、計2件を実施した。長嶺前田遺跡は古墳時代、古代、 中世の遺物と辿構が発見された。長韻江

添の塚は、構築土に含まれている遺物等から近世の塚となる可能性がある。本発掘調査に伴う報告書は業

務概要のとおり 2冊を刊行することができた。

遺跡名 ・地区名 所在地 濶査原因 4月 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 対象I面積1掲載章 伽考

本発掘謂査

長嶺川IIJ遺跡 西山町長椅t 1県営ほ楊整紺i 508 

長硲江添の塚 西山町艮悌 l県悠ほ楊整備 I I I I l I I I 105 
試1111謂査・確認謂査
藉元町西遺跡 藉元町 市氾改良工耶 520 

＂ 西沿野辺跡 長椅 県宮ほ場幣備 1.413 Ill 

城東地点 城東 県営ほ場整伽 704 IV 

fl地新田地点 曽地新[IJ 県河川改妊工事 1,600 V 

丙岩野遺跡 長崎 （保存日的） 48.000 別Ill}で報告

畔歴地区 畔駐 }ーば営ほ場整紺i 250.000 VI 

本条地区 本条ほか ll,,i営ほ場整鉗i 380.000 ＼渭

上条城跡隣接地 上条 市道改良工,,~ 580 111 

馬場 ・天神屡遺跡 南条 肌辺改良工事 158 LX 

工事立会

番ヶ表追跡 西山町五日市 !-1営ほ場整備

箕輪瑣跡 半田 1丁目 民1ii1工事

大割遺跡 百山町五日市 限営ほ場整備

布目返跡 堀 県営ほ場整備

宝坂田遺跡跡
西U1町坂ru 県道改良工事
西1山町III沢 県営ほ場整備

山室 県営ぽ場整備

煕場・天神膝遺跡 南粂 県道改艮工事

伝大寺跡 ふ5柳町板力11 民間工事
住吉迫跡 加納 市水逍工事

不退寺選跡 下田尻 県営ほ場盤WI

山王前遺跡 宮平 市道改良工事

宮）jIA遺跡 女谷 市教委I漿住工事

剣下JIJ原迫跡 剣 民間工事

内田泣跡 西山町伊毛 県営ほ場整位i

北条城跡 北条 民間工事

大清水城跡 大ift水 民間工事

小島寺南追跡 新斑 県営ほ場整約1

函岩9f迫跡 山本 製整池撤去工事

長嶺f.1：採瑣跡 西山町長嶺 県営ほ場整餅i

(1ii位： nf) 

第 1図 平成30(2018)年度柏崎市埋蔵文化財調査（現場業務）工程図

年度／業務
平成30(2018)年度 令和元 (2019)年度

現場業務・整理業務 整理業務

調査主体 柏崎市教育委員会 教育長本間敏tW（～平成31(2019)年3月）
近藤喜祐（平成31(2019)年4月～）

所 管 博物館埋蔵文化財係

総 括
近藤拓郎（教育部長）

高橋達也 （館長） 小黒利明（館長）

l:m必L 理 小池久明（館長代理兼係長）

庶 務 麻野智佳（非常勤職員）

平吹靖（主任・学芸員） 平吹 硝 （主任・学芸員）

調査担当 中島義人 （主任・学芸員） 中島義人（主任・学芸員）

品田消j志（再任用）

池田孝博（主査 ・学芸員） 池田朝子（非常勤職員）

調査員
徳間香代子（非常勤職員） 白井かおり（非常勤職員）

池田朝子（非常勤l［紺員）

白井かおり（非常勤職員）

閥査・賂理
池田文江、加藤章恵、白）1|智恵、山岸サチ子

池田文江、加藤箔恵、白川智恵、徳間香代子、山岸サ

補助員 チ子

第 1表 柏崎市内遇跡発掘調査等事業調査体制
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2 調査体制

平成30(2018)年度の現場業務から令和元 (2019)年度の報告書刊行に至るまでの調査体制は、第1表

のとおりである。

3 柏崎平野と試掘調査等の位置

柏崎平野概観 新渇県の中央部は中越地方と呼ばれている。中越は、標高1.500m級以上の連山が続く

東側と 、 河） I I や海岸に沿って発達した段丘 • 平野がみられる西側に区分されるが［小林ほか2008] 、柏崎

平野は西側の一部である。柏崎平野は、鯖石）IIと鵜川を主要河）1|として形成された臨海沖積平野であり、

各河川は個々に独立した水系を持っている。そして、信濃）1|水系の越後平野や関川水系による頚城平野と

は、丘陵や山塊による分水嶺によって隔されており、ひとつの独立した平野を形成している。

柏崎平野を取り巻く丘陵 ・山塊は、東頸城丘陵の一部である。柏崎平野一帯の丘陵地形は、北流する鵜

川 ・蛸石川によって西部 ・中央部 ・北～東部に3分され、それぞれ米山 ・黒姫山 ・八石山の刈羽三山を頂

点とする。西部は、米山を頂点とした傾斜の強い山塊であり、現在も隆起を続けているとされている。こ

れら山塊 ・丘陵地形の広がりは海岸にまで達し、米山悔岸と称される国定公園の景勝地を形成する。米山

海岸の景観は、沿岸部に低位 ・中位 ・高位の各段丘による断崖が顕著であり；沖積地は少なく、海辺はi栗

石海岸で砂浜もほとんどみられないことが特徴となっている。中央部は、黒姫山を頂点に北へ緩やかに高

度を下げ、沖積地に接する一帯には広い中位段丘を形成するとともに、その北側には湿地性の強い沖積地

が広がっている。北～東部は、北東方向の背斜軸に沿って、西山丘陵 ・曽地丘陵 ・八石山丘陵が北から規

則的に並び、向斜軸に沿って別山川 ・長烏）IIといった鯖石川の支流が南西に流れ出る。

平野の地形は、 中 •上部更新統～完新統からなる段丘、 多くが地下に埋没した上部更新統からなる古 （旧

期）砂丘のほか、更新統の最上部～完新統からなる河道 ・旧河道 ・自然堤防 ・後背湿地 ・新砂丘などに区

分される［柏崎平野団体研究グループ1979]。日本海に洗われる北西部は海岸に沿って荒浜砂丘 ・柏崎砂

丘が横たわり、現在では柏崎の市街地がこれを覆っている。平野部をなす沖積地は、砂丘後背地として湿

地性が強く 、鵜川 ・鯖石）IIの蛇行により、各所に幾筋もの自然堤防が形成されている。なお、柏崎平野に

は、柏崎市のほかに刈羽郡西山町 ・同郡刈羽村 ・同郡裔柳町が所在したが、平成17年5月に西山町 ・高柳

町が柏崎市に合併したため、現在は別山）1|流域の一部に刈羽村域がある以外は、柏崎市域が大半を占めて

いる状況である。柏崎北部では、西山町 ・刈羽村を流れる別山）1|が沖積地を形成している。鯖石川の最大

の支流となる別山川は、西山IIITIJ「［内における上中流部では幅の狭い沖栢地を作りだし、下流部となる刈羽

村域では急激に幅を広げて柏崎平野の北端部を形成する。

平成30(2018)年度試掘調査等の位置 平成30(2018)年度に実施した試掘 ・確認調査の8件につい

て本書で報告している。これらの調査位置を主要河）IIの流域別にみると、鵜川中～下流域2件 （上条城跡

隣接地第2次、城東地点）、鮒石川中～下流域5件（馬場・天神腰遣跡、本条地区、 Ill半屋地区、西岩野追跡、

藤元町地点）、別山）1|下流域1件 （曽地新田地点）という内訳になる（第2図参照）。蛸石川中流域での調

査が多く、地形的には沖梢地での調査が大半となる。それぞれの位置や環榜については、各章を参照され

たい。
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11 藤元町地点
―市道柏崎11-107号線道路改良舗装工事に係る試掘調査一

1 調査に至る経緯

柏崎市藤元町は、市街地から北東へ2.5kmに位屈する。鯖石川の河0付近の左岸に形成された沖租地に

あり、海岸まで約1.3kmである。蛸石川は別山川の合流点から下流で大きく蛇行を繰り返して日本海に流

れ込む。調査対象地の南側は宅地や商業地、工場などとなっており、北東には柏崎市立瑞穂中学校がある。

また、500m東には一般国道8号が南北に通っているため交通撒は多い。 しかし、瑞穂中学校への主要な

通学路では歩道が未整備であったことから、柏崎市は周辺の市道の拡幅を行うこととした。当該路線の周

辺ではこれまで開発に伴う調査は行われておらず、周知の埋蔵文化財包蔵地はなかった。 しかし、工事中

の不時発見を防ぐため、事前に試掘調査を行うこととなった。事業を担当する都市整備課と協識し、事

業の進捗状況に合わせて調査を行うこととなった。平成25(2013)年度には瑞穂中学校の西側の延長約

170mを対象に試掘調査を行い、藤元町追跡を発見した。今回の調査は、前回の調査対象地の西端から南

ヘ折れた市道柏崎11-107号線の拡幅範

囲を対象に行った。

平成30(2018)年4月17日付けt専第

508号で文化財保護法第99条第1項の規

定による埋蔵文化財発掘調査の報告を

新潟県教育長へ提出し、調査は平成30

(2018) 1f 4月26日に行った。

2 調査の概要

1) 調査の方法

調査対象地は、市道に隣接する畑で、

幅5m~6m、延長約100mで、面積は

約530面である。調査目的は、この拡幅

範囲に辿跡が存在するかを確認するこ

とである。また、迫跡が存在して本発

掘調査が必要になった際の作業簸を算

出するための資料を収集することも目

的とした。

トレンチは幅lm、長さ4mを基準と

して、任意の位置に設定した。 トレン

チの掘削には0.15面級のバックホーを 第3図 藤元町地点試掘調査調査位置図 (S=1:10,000)
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使用し、調査対象地の南西側から調査を開始

した。追物の出土状況を確認しながら辿構検

出面までバックホーで掘削した後、人力で土

庖確認面の消掃と辿構精査を行った後に、写

真と記録図面を作成した。作業完了後は掘削

土で埋め戻して調査を完了した。
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四ェ旦

第4図藤元町地点試掘調査土層柱状模式図

2) 基本層序

今回の調査で確認した土層を4層に大別した。 I層は表土陪をまとめた。灰褐色を基本とした粘質土で

ある。rr陪はにぶい褐色土層で、にぶい橙色土粒が多く混じる。珠洲などが出土しているが、撹拌された

ものと思われる。m層は炭化物を含む褐灰色土陪で、灰褐色土がまだらに混じる。辿物包含層である。IV

愚は浅黄橙色粘質土層で、ここで造構を確認した。m陪から1V層への漸移恩はm'層とした。すべてのト

レンチで I層から1V思までが安定して残っているが、上部からの攪乱が見られる。追物包含層までが浅い

ため、耕作等により撹拌されているところが多くあると思われる。

3) トレンチの概要

T P 1 調査対象地の南西端付近に設定した。長さ4.4m、幅l.lmのトレンチである。rr層から珠洲の

壷もしくは甕の休部破片1点が出土した。地表から0.43mでW層に達した。追構精査を行い、土坑と溝を

検出した。土坑は南側調査区壁の外へ続いている。壁沿いの最大長は約1.6mで、幅は約0.5mを確認した。

調査区壁沿いでサブトレンチを設定して掘削したところ、検出面から底面までの深さは約0.3mであった。

土坑の中心部はトレンチの外にあるとみられ、これよ り深くなるであろう。覆土は炭化物を含む褐灰色粘

土で砂が混じる。溝は幅が0.6m前後で、東西方向に通る。覆土は上面で褐灰色を呈し、 土坑に切られる。

TP2 調査対象地のほぼ中央に設定した。長さ3.6m、幅l.lmのトレンチである。W爵までの深さは

0.47mである。rr層から土師器の小片3点、姿器系陶器l点、鉄釉をかける陶器1点が出土した。追構は、

トレンチの東側半分以上を占める土坑とみられる大型の落ち込み1基と溝1条を検出した。土坑は長さ2

m以上で調査区外に続いている。覆土は皿層と同様のもので、 立ち上がりは緩やかに湾曲して深ま ってい

く。底而は確認できなかった。溝は土坑の西端からlmほど伸び、幅約0.3mである。

1 111[,Iti11III.' ［ 9199 ロ

ー二ご口：三

¥̀` ロ¥．  
第5図藤元町地点試掘調査 トレンチ位置図 (S=1:1,000) 
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T

'

 Tpl@
 □ 

調査対象地の北西端付近に設定した。

長さ3.4m、幅1.lmのトレンチである。 N陪ま

TP3 

界
④

□
 

での深さは0.56mである。トレンチの東端でピッ

トを1基検出した。直径0.2mの円形で、覆土は

褐灰色粘土である。I層から中世土師器皿の口縁

部破片と近世以降の磁器の破片1点が出土した。

調査対象地の北西端で、道路を右折TP4 

閉
④

した部分に設定した。長さ3.8m、幅11mの ト

レンチである。W層までの深さは0.47mである。

辿構は検出されなかった。皿層から珠洲の壷も

しくは甕の体部破片1点が出土した。

Q 方位は概略
4) 出土遺物

今回の調査では主に中世の追物が出土した。

小破片のものばかりで、器形をうかがい知れる

ものは少ない。 1はTP3のI層から出土した中世土師器皿の口縁部破片である。口径10cm程度に復元

゜
(1:60) 

第6図

できる。2・3は珠洲の壷もしくは甕の1本部破片である。 2はTP4の皿層から出土したもので、外面3cm

あたり8目の平行叩き目がある。3はTPlのII陪から出土したもので、外面の叩き目は3cmあたり 9目の

平行である。その他に、 TP2のIl層から姿器系陶器の壷の体部とみられる破片と鉄釉が施される陶器の

破片が出土した。また、近世以降の陶磁器の破片も I層から出土した。

3
 

藤元町地点試掘調査

調査のまとめ

調査の結果、TPlからTP3では造構と追物が出土し、 TP4では辿物が出土した。追物の出土紐は

少ないが、中世が主体の集落跡と考えれば妥当であると思われる。逍構も多くはないが、 TP2では大型

の土坑としたものがあり、その規模からは堀などの区画を行う逍構になるとも考えられる。TP3では遺

L
 

?J1 

口
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トレンチ平面図

構が希池となっており 、追跡の縁辺部であるとも考えられる。

TP4では辿物が1点出土しただけではあるが、ここまで追

物の分布が及んでいるものと判断した。この調査結果を受け

て、今回の調査対象範囲の全域を藤元町西辿跡とし、新渇県

教育長へ新辿跡の発見について通知し、周知化した。

事業担当課と辿跡の取扱いについて協議したが、地域の要

望が強く計画変更は困難であった。そのため、市道拡幅部分

について記録保存のための本発掘調査を平成31(2019)年度

に実施した。
と

ゞ ， 3 

。
（S;] :3) 10c膚

第7図 藤元町地点試掘調査 出土遺物実測図
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m 西岩野遺跡（第6次）
ー一般県道黒部柏崎線（山本拡幅）道路改築事業に伴う確認調査（第6次発掘調査）一

1 調査に至る経緯

西岩野遺跡は、柏崎平野北部の荒浜砂丘から東側に突き出た、岩野台地と呼ばれる中位段丘上に所在す

る。昭和58(1983)年に新湯県教育委員会の追跡詳細分布調査により発見された。昭和61(1986)年に

一般県道荒浜安田線道路改良事業に伴って本発掘調査を行い、主に弥生時代後期の追構や逍物が見つかっ

た［柏崎市教委1987]。今回の調査は、一般県道黒部柏崎線道路改良工事 （山本拡幅）に伴う本発掘調査

の積算賓料を得るための確認調査である。第3次発掘調査の試掘調査で遺跡の広がりを確認していたが、

辿構の分布密度や迫物の出土状況を把握できなかったため、これを明確にすることを目的とした［柏綺市

教委2016]。岩野台地の頂部から北側の緩やかな斜面を対象としたもので、調査対象面積は約1980m'であ

る。

平成30(2018)年5月10日付けt専第523号で文化財保談法第99条の規定による埋蔵文化財発掘調査の

報告を新混県教育長へ提出した。調査は平成30(2018)年5月22日から6月15日まで、延べ18日間行った。

2 調査の概要

1) 調査の方法

今回の調査対象は、県道改良工事の範囲の北半分にあたる。県道西側の対象地は、台地頂部から北へ向

かって緩やかに下っていく緩斜面で、現状は山林である。畑として使われていた時期があり、平坦面が段

になって続いている。県道の東側は台地上の平坦面の畑地が調査対象である。調査は県道西側から開始し、

ここに4か所のトレンチを設定した。続いて県道東側で2か所の トレンチで調査を行った。 トレンチの掘

削にはバックホーを用い、遺構検出面である地山面まで掘り下げた。新砂丘の堆和がlmを超える部分が

多く、崩落防止のためにトレンチ上部を大きく掘り広げたところがある。このため、トレンチ上部の掘削

面積と トレンチ底部の検出面積に大きな差が生じている。追構検出面まで掘り下げた後は、人力で逍構検

出を行った。その後、土恩の堆積状況を確認し、遣構の検出状況と合わせて記録を作成した。検出した遠

構は大型のものを中心にサプ トレンチを設定して掘削した。

2) 基本層序

西岩野迎跡は、柏崎平野の西側に発達した荒浜砂丘に立地する。この砂丘の表面は新砂丘砂である荒浜

砂丘砂府Ilが原＜堆積する。この新砂丘砂陪と表土を基本土陪の第I層としてまとめた。荒浜砂丘におけ

る新砂丘の堆積は50mを超える部分もあるとされ、今回の調査対象地では最大で3rn程度の堆積を確認し

た。

新砂丘砂層の下にある黒色膀を色調や土質から4種に大別した。第Il層は褐灰色を主体とした粘土層で、

近世頃に形成されたと想定している。しかし、新砂丘砂層の堆積は平安時代後期以降ともいわれており、
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第8図西岩野遺跡（第6次）確認調査位置図 (S=1:5,000) 

第9図西岩野遺跡（第6次）確認調査 トレンチ位置図 (S=1:1,000) 
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堆積の時期についてはさらに検討が必要である。粘賀はあるもののしまりは競く 、ぽそぽそとした質感で

ある。第皿層は灰黄褐色や黒褐色の粘質土層である。炭化物を含み、粘質、しまりともにやや強い。古代

の追物を包含する。第W層は、明褐色や暗赤褐色の粘質土からなる層である。第N層上面から掘りこまれ

た追構を確認できる一方で、この層に覆われた辿構も確認できる。第V路は黒褐色や暗褐色で炭化物を少

盪含む粘質土府で、一部で追物が包含される。逍構検出を行った地山層を第VI層とした。古砂丘である番

神砂層とみられ、上部は風化が進み黄褐色や褐色を呈する粘質土となっており 、その下位は褐色でしまり

が強く、砂岩質となっている。基本土層については、第2次調査以降で確認されたものと対比できる層が

ある一方で、対応関係を捉えきれていないものもあり、今後の検討課題である。

3) トレンチの概要

TPlからTP4は県道の西側で、東側にはTP5とTP6を設定した。各トレンチの規模、出土追物

の懸は表2のとおりである。追構検出面の総面積は143.5面であり、調査対象地の10.2％となる。以下で

各トレンチの概要と主な辿構について述べる。

T P 1 Ji陵北側斜面の中腹の平坦面に設定したトレンチである。調査区北端部は後世に削平されてい

るようで、 1層の直下がVI陪となる。SD1は調査区のおよそ6割を占める大型の落ち込みである。北側

で lmほど掘り込まれ、平坦な底部が南へ約15m続くが、南側の立ち上がりは確認できなかった。覆土

は黒褐色土を主体とし、この上面を毅うようにIV陪が堆和する。調査の段階では認識できなかったが、個

別 トレンチ図の16・ 17層はこのIV層を掘りこむ遺構とみられる。この層が堆和する範囲でまとまって迫

物が出土した。住居の可能性があるが、平面形態を捉えられなかった。平面屈のアミの範囲が概ね相当し、

sxoとする。
TP2 TPlの南側で、斜面の上方に設定したトレンチである。 I居の堆積は最大で2mを超え、そ

の下位にII・ III層が水平に堆租する。IV・V層は斜面の上位では見られない。追構はピット、土坑、溝が

ある。ピット、土坑は1V層上面から掘られるものを確認できる。SD7はIV層に毅われる溝で、幅約3m、

深さ40cm前後である。底部は広い平坦面となる。SD7上部のIV層上面からまとまって土器が出土した

が、遣構内の覆土からは遺物は出土しなかった。

TP3 SDlの西側への広がりを確認するために設定した。調査区北端部で北側の立ち上がりを検出

した。遺梢の形状や覆土の堆積はTPlと同様で、上面にlV層が堆積するが、南側で消失している。遺物

は1V層より上位で少飛出土したが、 SDl内の覆土から出土していない状況はTPlと同様である。

TP4 SDlとTP2の地形的なつながりを確認するために設定した。北から南へ向かって緩やかに

標高が上がっており、 TPl等のような明確な掘方による立ち上がりは見られなかった。底面で細い溝や

ビット、土坑を検出した。調査区の壁面ではIV層の上面から堀られる辿梢と、 IV層より下で掘られた追構

があることを確認した。追物は出土しなかった。 トレンチNo. 上端面積 下端面積 土器出土量 重量(g)/rri

県道の東側で、丘陵頂部の平坦面に設定 TP1 66 8 rrl 30. 0 nf I, 599 Og 53. 30 g T P 5 
TP2 131. 5 nf 33, 8 rrf 531. Og 15. 71 g 

した。ピットや土坑が散在する。壁面ではIV層の下 TP3 53 0 nf 12. 5 nr 52. 9、g-̂  "・ 23 g 
TP4 104, 5 tlf 11.4 d 0. 00 g 

位で掘られた逍構を多く確認できる。追物は出土し TP5 41 7 n? 29. 8 rri 0. 00 g 

ておらず、時期は不明である。 TP6 46. o,d 26. 0 nf 50. Og I. 92 g 

合計 •146. 5 n? 143. 5 nf 2,232 9g 15. 56 g 

TP6 TP5の北側に設定した。現況はおおむ 第2表西岩野遺跡（第6次）確認調査 トレン
ね平坦だが、皿層以下は北側に向かって下る緩やか チ一覧表
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％．切m-0- -0-
5 7. 5¥'R3/3 暗褐色土。炭化物ごく少凪混じる。
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10 7. 5YR4/2 灰褐色土。やや粘質でしまり強い．
11 7. 5YR3/I 暗褐色やや粘質土。
12 JOYR3/3 II音褐色土。やや粘質でしまり弥い．
13 7. 5YR2/3 極暗褐色土。 しまり強い。
I<! 7. 5YR4/4 褐色土。やや粘質でしまり強い。
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3 7. 5YR4/1 褐灰色土。黄椛色土がまだらに混じる．
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5 7. 5YR3/2 黒褐色土。
6 7. 5YR2/3 極暗褐色土。やや粘質でしまり強い。
7 撹乱
8 撹乱 A 2 9 II' 
9 5YR3/2 賠赤褐色土。 誂 OOm-0- -0-
JO 7 5YR2/3 極暗褐色土．
11 7. 5YR3/2 黙褐色土。
12 7. 5YR2/3 極暗褐色土。
13 攪乱
14 7.5YR3/3 暗褐色土。黄橙色土プロック混じり、しまり強い。

0
.
 

(S=l:100) lOm 

第12図 西岩野遺跡（第6次）確認調査 トレンチ個別図3 (S=1:100) 
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な斜面となる。溝と土坑があり、いずれもW層より下で掘られる。出土辿物は少なく、包含層から出土し

たものの思位は確認できなかった。

4) 出土遺物

TPlでやや多く遣物が出土したが、他のトレンチでは少撒の遺物しか出土していない。TPlでは、

先述のとおりIV層を掘りこむsxoからまとまって出土している。その他のトレンチでは、 W層より上で

出土したものが多い。1~ 18がTPlのもので、 6が調査区壁面9層のピットから、他はsxoから出土

した。1~9は甕で、端部に面をもつもの (1~3)、口縁端部を拡張するもの (4・ 5)、有段lコ縁に擬凹

線をめぐらすもの (6・ 7)と無紋のもの (8・ 9)がある。 10は長頸壷の有段口縁部である。11は商杯の

棒状脚で、縦方向にミガキ調監をする。12は蒸の口縁部とした。他の土器類は浅黄橙色やにぶい黄橙色

を呈するが、これだけは明褐色で他のものと質感が異なる。内面は煤けている。13~16は甕の底部である。

17は須恵器甕の体部破片である。町層以上から掘られた辿構がsxoまで達して混入したと考えられる。

18は鉄製品である。こぶ状に錆が付いており、本体は厚さ 1mm以下の板状である。用途は不明である。

19はTP2のN層上面で多くの破片がほぼーカ所でまとまって出土した長頸壷である。球胴の体部と緩

く外反する口頚部を確認できたが、接合できなかった破片が多く残っている。内外面ともに細かいハケメ

を施す。20はTP3の皿層から出土した高杯の脚部である。

3 調査のまとめ

今回の調査では、調査対象地の全域に遺構や辿物が分布していることを再確認できたとともに、大型の

溝と思われる遺構が存在すること、その上部を覆うN層の上而に弥生時代後期の追構が構築されているこ

とが分かった。W爵とした明褐色土爵は第2次調査でも確認されており、そこでは大溝を覆うように堆積

していた第llIb恩が該当する。その上面でSX-50（土坑状造構）が検出され、弥生時代後期後半の土器等

がまとまって出土している。第2次調資の対象地とは約250m離れた今回の調査地でも同様に堆積してい

ることを確懃できた。今回の確認調査ではW層上面で十分な遺構確認を行えなかったが、TP 1では壁面

の土層観察や追物の出土範囲から住居のような掘り込みが存在することを推定した。 TP 2でもW層上面

で逍物がまとまって出土した場所があり、ここを生活面と捉えて調査する必要性を認識した。本発掘調査

においては、 W層上面とVI層上面の最低2面での調査を必要とする。W層よ り下位は、確実に追構がある

ものの、その遺構から出土する逍物は確認できなかった。第2次調査の大溝からも弥生時代の辿物は出土

しておらず、逍構の帰属時期は断定できなかった。今後の本発掘調査で、 W陪堆積以前の追構の掃属時期

を明らかにしていくことで、西岩野逍跡の成立と変遷の過程を明らかにしていくことができそうである。

今回の調査で出土した土器は、北陸系の弥生時代後期後半のものが大半であり、他地域から搬入された

ものは出土しなかった。出土状況では、TPlの一部で集中的に出土しただけで、他のトレンチではほと

んど出土していない。このことは、居住域とそれ以外の空間など場の使い分けがあったことも想定できる。

本発掘調査を行う際にはその点も留意する必要がある。
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第14図西岩野遺跡（第6次）確認調査 出土遺物実測図

No 出土地点 種類 器種 口径底径器高 残存 外面 内面 色詞 胎土 煉成 傭考

I TPI SXO 弥生 甕 13.7 ロ緑部 ハケメ にぷい黄橙 良

2 TPI SXO 弥生 滋 13.8 ロ緑部 ハケメ にぶい黄橙 良

3 'IP! SXO 弥生 甕 16.0 ロ緑部 ハケメ にぷい黄橙 良

Iヽ TPI SXO 弥生 甕Cl 13.8 ロ緑部 にぶい黄橙海綿廿針 良

5'「PlSXO 弥生 甕C2 15.0 ロ縁部 斜ハケメ 斜ヘラケズリ 浅黄橙 良

6 TPl 9屈ピット弥生 甕A 18 0 ロ緑部 擬llli線 横ナデ 明黄橙 良

7 TPI SXO 弥生 甕A 16.8 口緑部 擬凹線 ナデ 橙 赤チャート 良

8 TPI SXO 弥生 甕B 15.6 口粒部 横ナデ 横ナデ にぶい橙 海綿骨針 良 外面に煤

9 TPJ SXO 弥生 甕B 15.1 ロ緑部 横ナデ 横ナデ 浅黄橙 海綿fl・針 良 受け口状、端部而取り

10 TPJ SXO 弥生 壷Vil 16.0 に1緑部 横ナデ 横ナデ にぶい汝位 良

ll TPI SXO 弥生 甜杯 脚柱部 縦ヘラミガキ 浅黄橙 良 径4.2c●9

12 TPI SXO 弥生 蓋Billか 18.0 ロ緑部 斜ハケメ 橙 良 内面に煤

13 TPI SXO 弥生 視 4.0 底部 浅黄橙 良

1<1 TPl SXO 弥生 現 4.0 底部 縦ハケメ 斜ハケメ にぷい黄位 良

15 TPI SXO 弥生 甕 4.6 底部 縦ハケメ 横ハケメ にぶい橙 良

16 TPl SXO 弥生 壷 6.0 底部 縦ハケメ 斜ハケメ 浅黄橙 海綿件針 良 外ffiiに煤、 内而黒化
17 TPI SXO 須恵器甕 府部 平行叩き 同心111当て具研灰 チャート・石英遠元硬質

18 TPI SXO 鉄製品板状製品 2.2 1.7 1.3 3.7g 

19 TP2 IV削上而弥生 壷c 9.6 ロ～17'.1部斜ハケメ 横ハケメ 浅貨橙 赤チャート 良 日緑・9本部の破片多い

20 TP3 LIi屈 I：師器研杯 脚柱部 橙 良

第3表西岩野遺跡（第6次）確認調査 出土遺物一覧表
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w 城東地点
一民間宅地造成に係る試掘調査 一

1 調査に至る経緯

城東地点は柏崎市街地から南へ約2kmの距離となる城東2丁目地区に位罷する。地形的には鵜川下流域

右岸に形成された沖積地に立地している。これより東側一帯は沖積地でも標裔が低く 、かつては鏡が沖と

呼ばれる湿地が広がっていた。付近の標高は2m程度を図る。近年宅地開発が進行している地区であり、

水田の宅地化が徐々に広がっている。付近には室町時代の城館である琵琶嶋城跡、鎌倉時代を中心とした

猿落遺跡である下沖北追跡などが分布する。東側約400mには弥生時代と平安時代を中心とする箕輪遥跡

が所在するが、と くに近接する遺跡はなく追跡の分布が困難な湿地帯と考えられてきた。

今回の試掘調査は民間宅地開発に伴うものであり、対象医付近で試掘確認調査が実施されたことはなく

地下の状況は不明であった。平成30(2018)年5月に事業主体者との当該工事に係る協議を開始した。同

年度内に用地買収や工事に着手したいことから、可能な限り早期の試掘調査を要望され、急きょ調査の準

備を始めた。造成工事は概ね水田に盛土して行われる、道路用地（市道認定予定）については事前に試掘

調査の必要があると判断された。

平成30(2018)年7月18日に調査を実施することで準備が整った。調査にあたっては、平成30(2018) 

年7月13日付けt専第555号で文化財保護法第99条に基づく発掘調査の報告を提出している。終了報告は同

年7月24日付けt専第557号で県教育委員会に提出している。

2 調査の概要

1) 調査の目的と方法

試掘調査の目的は、宅地造成工事範囲内の道路計画部分における追跡の有無などを確認することである。

この調査対象範囲は、幅約6m、延長約112mと細長い形状であり、面積は約704m'となる。試掘トレン

チの発掘はバックホー (0.25吋級）を使用し、対象範囲内の任意の位置6ヶ所 (10~ 15m間隔）に設定

した。試掘坑6ヶ所の発掘面積は約34.65吋であり、調査対象面積に対する発掘面積の比率（発掘率） は

約4.9%となる。

2) 調査の経過と試掘坑の概要

試掘調査は、平成30(2018)年7月18日の1日間で実施した。調査員は担当職員を含む4名となる。天

候は晴れであった。現況は水田であり、調査対象範囲は道路計画部分であ り、幅約6m、延長約112mと

細長い範囲となる。調査区中央に大排水路があり、その北側の水田に3ヶ所(TP-1~3)、南側の水EEiに3ヶ

所の試堀坑 (TP-4~ 6)を発掘した。 トレンチの配置は10~ 15m間隔でほぼ等間隔となり 、一直線上に

位骰するものとなった。

-17 -
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トレンチ配置図 (S=1:750) 

南端に設定した。 トレンチの大きさは、幅約1.8m、長さ約3.2mとなる。水133に関わる土層の

下に湿地性堆精が続き、深度約70cmで灰白色粘士が検出された。腐植物等を含まず、当該地周辺の地山

土と判断されため、本層を逍構確認面とし追跡の存在を確認することとした。辿物・遣構は発見されなかっ

TP-1の北側約llmに位置する。士居堆積状況はTP-1とほぼ同様であった。下恩からは湧水があっ

た。逍構 ・辿物ともに検出されなかった。
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TP-1 TP-2 TP-3 TP-4 TP-5 TP-6 

。一 ー。

凡例

-50 cm― ―-50 cm □第1層灰褐色土
疇

-100 cm― 

置ヽ□第Il層 灰色粘土
第頂層 灰褐色粘土

第lV層暗灰褐色粘土

第V陪灰白色粘土―-100 cm 
第17図城東地点試掘調査 基本層序柱状模式図 (S=1:20) 

TP-3 TP-2の北恨1j約llmに位置する。土胴状況はTP-1・ 2とほぼ同様であった。追構 ・迫物は確認で

きなかった。

TP-4 TP-3から水路を跨いだ北側約22mに位憐する。土層状況はTP-1~ 3とほぽ同様であったが、

地山の検出深度は約60cmと若干浅かった。逍構 ・遣物は確認できなかった。

TP-5 TP-4の北側約16mに位置する。土層状況はこれまで発掘したトレンチとほぽ同様であり 、追構・

遺物は確認できなかった。

TP-6 調査区北端に位岡し、TP-5の北側約9mの距離となる。深度約80cmまで掘削した。地山は深度

約60cmで検出されたが、20cm以上続いていることが確認された。遺構 ・逍物は確認できなかった。

3) 基本層序

試掘調査で検出された土陪は概ね5層に分類される。

第I陪は水田耕作土 ・現表土である。第II層は灰色粘土であり、炭化物を少量含み締りがある。色調は

不均ーであり水田造成に伴う土陪と考えられる。第皿罰は灰褐色粘土である。腐植物を少址含み10cm前

後と蒟い堆積となる。第W恩はll音褐色粘土である。腐植物をやや多く含み下部には小礫が含まれていた。

やや締りが弱く 、層内から湧水がみられた。湿地に堆租した土層と考えられる。第V陪は灰白色～青灰色

粘土である。腐植物等を含まず粘性 ・締りが強い。当該地周辺の地山土と判断された。本層の上部で遺構

確認を実施した。

3 調査のまとめ

今回の試掘調査は未周知追跡の有無等を確認するために実施したものである。調査の結果としては、追

構 ・追物が発見されず、辿跡の存在は否定的と判断されるものであった。謂査区の東側一帯はかつて「鏡

が沖」と呼ばれた湿地帯が広がっており、調査区もその影牌を受けていた立地と考えられる。湿地帯特有

の厚いカクモ層の堆積こそみられなかったが、腐植物を多く含む沖積層が堆積しており 、堆積層の観察か

ら湿地の影響が少なからず確認された。また、周辺では国道8号柏崎バイパスや横山川改修などの工事に

伴う試掘調査が実施されている。結果として遺跡の痕跡は確認されておらず、付近が居住に適した環境下

にはなかったものと考えられる。
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v 曽地新田地点
ーニ級河川別山）l|広域河川改修に伴う試掘調査 一

1 調査に至る経緯

別山川は、柏崎平野を形成する主要河川の一つである鯖石川の最大の支流で、延長17,370mの二級河川

である。柏崎市西山町別山字仲尾 ・甲戸を源に蛇行を繰り返して南へ向かって流れ、刈羽郡刈羽村を貰流

して柏崎市上原地内で鯖石JIIに合流する。新潟県は、平成7(1995)年の水害を契機に、鯖石川との合流

点から4.8kmの区間で治水対策を行うこととした。すでに、緊急対策区間とされた1.7kmでは工事が完了

しているが、事業は継続して行われている。この事業は、新潟県柏崎地域振興局地域整備部治水 ・港湾課

が担当する。

今回の調査対象は、柏崎市大字曽地新田地内の大沼橋の上流部分であり 、平成27(2015)年に事業担

当課と市教委が協議を行っていた。平成30(2018)年度は延長約40mにおいて改修工事を行うとのことで、

この範囲に未知の埋蔵文化財包蔵地が所在するかを確認してほしい旨の依頼を受けて試掘調査を行った。

平成30(2018)年7月18日付け博第556号で文化財保護法第99条第1項の規定による埋蔵文化財発掘調

査の報告を新潟県教育長へ提出し、

調査は平成30(2018)年7月31日に

行った。

2 調査の概要

1) 調査の方法

調査対象地は、柏崎市大字曽地新

田と刈羽村大字上高町を結ぶ大沼橋

の上流で、別山川左岸の延長約40

mの区間である。川沿いには堤防が

あるため調査は困難だが、その隣接

する畑地で調査を行えた。樹木が林

立しているため、その間の適当な空

間を確保できる部分を選定して任意

にトレンチを設定した。下流側から

調査を開始し、 トレンチの掘削には

0.15 rrl'級のバックホーを使用した。

遺物の出土状況や土質の変化を確認

しながら基盤爵とみられる面まで

バックホーで掘削した後、人力で土 第18図 曽地新田地点試掘調査調査位置図 (8=1:20,000) 
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層確認面の清掃と迅構粕査を行い、写真と図面記録を作成した。作業完了後は掘削土で埋め戻して調査を

完了した。

2) 基本層序

今回の調査で確認した土層は5種に大別して理解した。0膀は表土恩と盛土整地層をまとめた。瓦礫等

が多く混じっている。調査地の現況は樹木が林立しているが元は宅地のため、その際の整地に関わるもの

とみられる。 I層も盛土に関わる恩と考えられる。シル ト質で黄橙色に近い色調で、 3種に細分した。Il

層は明青灰色砂混じりシルト層である。皿層は自然堆積層で、暗灰色に近い色調で、粘質土が主体である。

N層を基盤となる地山罰と認識し、ここまでを調査対象とした。土質と色調で3種に細分した。

3) 調査結果

調査対象地は現況の土手部分を含めて約1,600面で、ここに3か所のトレンチを設定して調査した。 ト

レンチの合計面積は8.16面であり、調査対象地の約0.6％である。調査の結果として、いずれのトレンチ

でも追楠、造物とも出土しなかった。

T P 1 I陪の下位の灰色粘土層（皿a層）はしまりが強く 、その下のIITb層の黄色砂は粒がやや祖い。

IV屈は酸化した浅黄色のシルト質土である。

T P 2 I層の下に青灰色の砂滉じりシル ト庖が10cm近く堆積する。その下の灰色粘土層はしまりが

弱く、炭化物がごく少批混じる。包含層に相当すると思われたが、逍物は出土しなかった。地山となる1¥9

層は、しまりが弱い砂混じりシルト層で青灰色を呈する。

TP3 皿層を確認できないが、他はTP2と同様の堆積である。下位の状況を確認するためIVb層を

掘り下げたところ、砂層から粘土層へ変わったが、締まりはIVb陪と同様に弱かった。

3 調査のまとめ

調査の結果、いずれのトレンチでも遺構、追物ともに出土せず、当該範囲に追跡は存在しないと判断し

た。調査対象地の下位の堆積は砂恩が多いことから河道跡と考えられる。ただし、 TPlの地山層は酸化

しており 、この辺りはJII岸に近かったとみられ、周囲に未知の追跡が存在する可能性は残る。

6.50.n- TPl 
ら-.........．--4 苅91i

.F,a ., . 1 , " ' 

別山111 o 

亙

←t呼ご
00 

象地 、●_ 
＂ト9 -̀Iゞ 5 50憧一日 ‘̀ 、

ヽヽ、＼、
か . •·• . l ..• l ヽヽ‘ヽ‘‘ ‘ ヽヽ

〇 宅地整地粕。表土。

‘‘ 
I a 浅黄橙色砂混じり：
l b 浅黄橙色シル lヽ
r c 明黄褐色ヽンルト混じり砂。

＂ 
明青灰色砂混じりシルト．

90, 

”‘ ”すへ ill a 褐灰色粘質上。
Tilb 灰色粘土。
Ilic 黄灰色砂．

紐 1ご嘉ミ／゜ (5= 1.1,000) SOm [¥la 浅黄色土．

“̀ ヽ IVb ?f灰色シルト混じり砂。
!Ve 内灰色粘土。

第19図 曽地新田地点試掘調査 トレンチ配置図・土層柱状模式図 (1: 40) 
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VI 畔屋地区

ー経営体育成基盤整備事業畔屋地区に係る試掘調査一

1 調査に至る経緯

畔屋地区は柏崎市大字畔屋地内に所在する。柏綺市街地からは東へ約6kmの位置となる。地形的には曽

地陵西側の裾野に面している。丘陵裾部には葉脈状に開削された沢地が各地にみられる。このような沢地

は鯖石川中流域右岸に形成された沖積地に接しており 、今日では一帯的に水田耕作地となっている。周囲

の沖積地の標高は9m~10mであり、沢地の上部では標高20mを超える。地区内には周知の遺跡は存在

しないが、近接地には幾つかの造跡がみられる。畔屋集落東側の丘陵尾根には中世の山城である畔屋城が

所在し、北側の与三地内には縄文時代の与三遺跡が低丘陵に所在する。また、与三集落との境界には出口

の塚が所在している。

試掘調査の原匝事業は、経営体育成基盤整備事業畔屋地区である。新潟県柏崎地域振興局農業振興部が

事業主体者であり、平成30(2018)年度に事業採択を受け、それ以降に設計、施工を計画するものであ

る。平成28(2016)年度に事業主体者と埋蔵文化財調査に係る協識を開始した。事業面積は約25haであり、

主に面整備と用排水路工が計画されている。計画範囲は大きく 3ヶ所に分かれ、北側から出口工区、北入

工区、南入工区となる。何れのエ区も沢地とその延長となる沖和地に相当する。沢地については大規模な

遺跡は想定困難と思われた。

試掘調査に先行し、平成30(2018)年4月10日に追物の散布状況を把握するための現地踏査を実施した。

1日間で行い、主に南入工区内の狭い範囲から古代の遺物がまとまって採集された。この付近には新発見

追跡が所在する可能性が高いと想定された。調査実施にあたっては、事前に畔屋地区活性化委員会の役員

会で調査方法の説明を行い、復旧方法などを確認したうえで試掘調査を開始している。文化財保護法の手

続きとして、平成30(2018)年10月15日付けt専第588号で、新渇県教育長宛に文化財保護法第99条の規

定による埋蔵文化財発掘調査の報告を行い、同日から試掘調査を開始した。

2 調査の概要

1) 調査の目的と方法

試掘調査の主目的は未周知遺跡の有無を確認することである。調査対象範囲は事業区域全域となり 、対

象面積は約25haとなる。調査では試掘坑の情報をもとに迫跡の範囲や深度を記録し、工事設計に係る協

議資料データ作成を行った。

試掘坑の発掘は、バックホー (0.25面級）を使用した。記録作業は土層深度計測や追構平面図作成、写

真撮影などを調査員で実施した。調査区は大半が水田となるが、次年も耕作を予定しており、作付け時に

おいて牒耕機の運行に支障が無いよう、入念に埋戻しを行うこととした。なお、調査にあたっては、地元

の畔屋地区活性化委員会から事前に発掘承諾書の提出を受けている。
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第20図 畔屋地区試掘調査対象区位置図 (S=1:10,000)
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2) 調査の経過と試掘坑の概要

調査の経過

試掘調査は、平成30(2018)年10月15日～10月26日までの延9日間で実施した。調査員は担当職員を

含む延べ36名 （市1導物館職員）となる。調査対象範囲は大きく 3地区 （北から、出口工区、北入工区、南

入工区）に分割される。最初に南入工区の西端から調査を実施した。その後、北入工区、出口工区の順で

調査を行った。試掘坑は計57ヶ所を発掘し、全体を通し番号としTP-1~ 57とした。

農道が狭いことなどから重機の移動は難しく、水田の畔を跨ぐ必要もあった。翌年も耕作が予定されて

いるため、重機の移動や掘削、復旧に時間が必要であった。また、調査後にも荒れた農道の復旧作業を実

施する必要があった。調査対象範囲が3地区に分かれており、重機は公道を移動できないため、重機の回

送も複数回必要であった。

発掘面積は57ヶ所のトレンチを合わせると約337吋となる。調査対象区域の面積は約25haとなり、発

掘面租の比率（発掘率）は、約0.1％となる。

発見された遺跡と試掘坑の概要

今回の試掘調査では3つの遺跡が新たに発見された。うち、1遺跡は現地踏査の際に大痙の逍物が発見

されており事前に想定されていたものである。その他2辿跡については、現地踏資では周辺で目立った追

物散布は見られなかった。辿跡周辺の試掘坑の概要について以下に記述する。各試掘坑の詳細については、

一覧表（第4表）を参照されたい。

本村遺跡 南入工区の中央部に位置する。今回の試掘調査で新発見された遺跡である。立地としては、

低丘陵から沖稜地に延びる沢が2又に分岐する地点となる。推定範囲は東西約130m、南北約140mとなる。

TP-37 ・ 38から古墳時代、古代の追物が出土している。明確な遺物包含附（第lV陪）が深度40cm前後

で確認されたが、TP-37で流路跡と推定されるプランが発見された以外、遣構については不明確であった。

TP-38では辿構確認面は弱酸化色を呈しており 、沖積地における微高地であったと考えられる。TP-38の

古墳時代の遣物出土最は極めて多く、廃棄行為等に係る出土状況の可能性もある。

南入遺跡 南入工区の東側に位罹し、今回の試掘調査で新発見された迫跡である。現地踏査では遺跡内

にある畑から多くの追物が採取されていた。沢地と低丘陵の中間部にある微翡地に立地し、調査対象区外

にも及ぶと考えられる。付近には石塔（米山塔）1基がみられ、畔屋城のある低丘陵へと向かう赤道が始

まる。一方、沢地に沿って林道が伸びており、北条方面に続くものである。このことから古くから交通が

あった地点と考えられる。試掘調査で明らかとなった推定範囲は東西約50m、南北約50mと狭い。

TP-21から古代の追物がやや多く出土した。深度約70cm以下の湿地堆積から出土し、逍構は確認でき

なかった。逍跡の中心は北側の丘陵裾と推定される。湿地堆積土からは流木も発見されており、追跡の縁

辺ととらえることができる。迎跡に隣接するTP-22では、表土直下から地山が確認され、過去の水田造成

で切土が行われたと考えられる。

北入遺跡 北入工区の調査対象区の北端に位盟し、試掘調査で新発見された追跡である。沢地と沖積地

の中間部にある微高地に立地し、南入辿跡に類似する。推定範囲は南北約100m、東西約85mとなる。

TP-42、TP-43で古代の辿物がやや多く出土している。追物が発見されたのは湿地堆積土や河川に関わ

る土恩内であり、深度は約60cmと深い。追梢は確認できなかった。追跡の中心は標高の高い東側丘陵裾

にあると推定される。追物のみ発見された2つのトレンチは何れも追跡の縁辺部と考えられる。
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No. 長さ 幅 面積
土層

逍跡深度 掘削深度 遺物
掲載遺物No. 遺跡

(m) (m) (rri) (cm) (cm) （個数）

1 2.7 20 5 40 I ・Il・ill・IV・V 80 1 
2 2.8 2.1 5.88 I ·II•III·IV•V 78 
3 25 20 5,00 I・II・ill・IV・V 82 
4 2.6 2.2 5.72 I. 皿 •V · VI 72 
5 2.4 2.2 5.28 I ・ II ・ 皿 • IV·V 102 
6 2.7 2.2 5.94 I·II · ill•V 63 
7 2.4 2.3 5.52 I ・ill・V 52 
8 3.0 2.2 660 I·II·ill · IV•V 76 ， 2.8 2.2 6.16 I ・II・ill・IV・V 71 
10 2.9 2.2 6.38 I·Il·fil•V·VI 84 
11 2.7 2.3 6.21 I ・ Il · 皿•V 82 
12 3.0 2.3 6.90 I ・ II・fil・IV・V 81 
13 2.5 2.1 5.25 水漏れのため記録なし 60 
14 2.3 2.3 5.29 I ・ II・m•IV 77 
15 2.3 2.2 5.06 I・II・ill・IV 105 2 
16 2.8 2.6 7.28 I ・ II・m•VI 70 
1 7 2.6 2.3 5.98 I・Il・ill・VI 84 
18 25 2.1 5.25 I・ II ・IV・VI 84 
19 2.3 2.3 5.29 I ・ II ・皿 •VI 73 
20 2.4 2.2 5.28 I . JI ・皿 •VI 72 
21 26 22 5.72 I ・II・fil・IV・VI -69 86 48 16 17.20.22 南入遺跡

22 2.5 2.2 5.50 I ・ VI 35 
23 23 2.1 4.83 I ・ II ・VI 75 
24 2.5 2.1 5.25 I・ II ・III・N・VI 74 

25 2, 8 2.1 5.88 I・ II ・ill・N・VI 120 
26 2.8 2.3 6.44 I ·Il•m•N·VI 94 
27 3.0 2.3 6.90 I ・ II ・皿・N・V 112 
28 28 2.3 6.44 I・ II ・N・VI 132 
29 3.1 2.0 6.20 I・ II ・ill・N・VI 134 
30 3.0 2.3 6.90 I ・ II ・皿 •N·VI 84 
31 3.0 22 660 I ・ II・fil・IV 122 

32 3.2 2.4 7.68 I •II•ill•N•V·VI 110 
33 2.5 2.2 5.50 I ・II・ill・IV・VI 130 
34 3.0 2.1 6.30 I ・ II ·皿 •IV·V 142 
35 3.6 2.3 8.28 I・ II ・fil・IV・VI 130 
36 2.5 2.3 5.75 I・ II・皿 148 
37 2.8 2.2 6.16 I・ II ・IV・VI -41 60 11 23 本村遺跡

38 2.8 2.3 6.44 I・ Il ・IV・VI -39 57 722 1.2.3.4.5.6.7.8.9.10 本村遺跡
39 3.1 2.2 6.28 I • II ・ 皿 •IV·V 87 
40 2.9 23 6.67 I・II・fil・V 124 
41 2.6 2.1 5.46 I ・ II・皿・lV・VI 110 

42 2.6 2.2 5.72 I• II ·N•VI -61 118 55 
11.12.13.14.15.18. 

北入遺跡
19.21.24 

43 2.8 2.2 6.16 I ・II・III・N・VI -61 86 30 北入遺跡

44 26 2.3 5.98 I・Il・ill・N・V・VI 125 
45 2, 3 2.2 5.06 I •II•ill•N•V 158 
46 2.4 2.3 5.52 壁崩落のため記録なし 130 1 
47 2.6 22 5 72 I ・II・ill・N・VI 91 
48 2.5 2.1 5.25 I・ II •ill·N·VI 109 
49 2.2 2.0 4.40 I・ II ・N・VI 126 
50 2.9 22 6 38 I ・II・ill・'JV・V・VI 144 
51 2.5 2.4 6, 0 0 I・ II· 皿 •N · V 127 2 
52 2.7 1 6 4.32 I・Il・IV・V・VI 89 
53 2.6 2.2 5.72 I・ II・m•IV•VI 117 
54 2.3 2.3 5.29 壁崩洛のため記録なし 123 
55 2.7 2.5 6.75 I ・ II ・皿 •W 150 
56 2.4 2.2 5.28 I ・ II ・皿 •IV·VI 130 
57 25 2.3 5.75 I ・II・IV 145 

第4表畔屋地区試掘調査 トレンチ一覧表
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rpー1 TP-2 TP-3 TP-4 TP..5 TP-6 IP-J TP-8 TP-9 TP-10 TP-11 TP-12 TP-13 TP-14 IP-15 TP-16 

TP-17 IP-18 TP-19 『P•20 IP・21 TP-22 TP-23 TP-24 TP-25 TP-26 TP-21 TP-28 「P-29 TP-30 TP-31 TP..32 

TP-33 TP-34 IP-3S IP-36 IP-Jl 11'・33 IP-39 TP-40 TP-41 IP-42 TP-43 TP-44 TP-45 IP-46 IP-47 IP-43 

TP-49 IP-50 TP-51 IP-52 IP-53 IP-S4 TP-55 TP-56 TP-57 
凡例

疇 第VI層地山土
● 遺物出土
▲ 遺構検出

第24図 畔屋地区試掘調査基本層序柱状模式図 (S=1:40) 
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第25図畔屋地区試掘調査出土遺物

3) 基本層序

確認調査で検出された土陪は概ね6附に分類される。調査区が数ヶ所に分かれ立地も多少異なるが、類

似した土層をまとめ共通の基本熟序とした。

第I陪は表土であり 、水田 ・畑の耕作土となる。第n層は灰色粘土であり 、耕作土よりも暗色となる水
田床土となる。第I層と第n層は分層困難な地点もあった。第皿層は灰色粘土である。炭化物や腐植物を

少凪含む。第1V層はll音灰色粘土である。炭化物や腐植物を多く含み11音色となる。古墳ll寺代、古代の追物が

-30 -



No. 試掘坑 1層位 1 種別 器種
口径 1 底径 器高

焼成 1 色詞

I (cm) (cm) （残存高）
胎土 備考

古墳時代

1 TP-38二 土師器 十1甕 18.0 I (31)やや不良 1こ、ぶい橙(2.5YR6/4) 径2mm以下の白色砂、灰
1色砂多量に含む．

外：にぶい黄橙
2 TP-38 

9土師器 I ！甕 150 (3 3)やや不良 (2.5YR6/4) 
内・ 径2mm以下の白色砂、灰

にぷい黄橙
＇ 色砂多量に含む。

3 TP-38 土師器 甕 160 (3.4)不良 橙(5YR6/8)
径2mm以下の白色砂、灰
色砂多量に含む。 | 

—•-

4 TP-38 1土師器 壺 13.0 (5.9)やや不良 浅黄橙(IOYRB/3)
径2mm以下の白色砂、灰

色砂、褐色粘土粒含む。

5 TP-38 1土師器 1甕ヵ 3.2 (1.7) 良
外；橙(2.5YR6/6) j径2mm以下の白色砂、黒
内：浅黄(2.5YR7/3) I色砂多量に含む。

6 TP-38 土師器 甕 2.8 (1.6) 
外：黒褐(10YR3/1)I 

やや不良内：にぶい橙 径3mm以下の砂礫多量に

(7.5YR7/4) 含む。

I土師器
外．オリーブ黒

7 TP-38 壺 8.0 (4.8) 良 (5YR3/1) 内：浅 1径3mm以下の砂礫多量に

黄(25YR7/3) I 含む。
I 

8 TP-38 I 土師器 壺 7.0 (4.1) 良 浅黄(2.55Y8/3)
1径2mm以下の砂多量に含
む。

| 土師器9 TP-38 壺 7.0 (2.7) 良
外：橙(7.5YR6/6)4 径3mm以下の砂礫多量に

I 
内：黄灰(2.5Y7/2) 含む。

10 TP-38 | 土師器 器台 9.1 1 1.0 8.9やや不良 淡黄(25Y8/3) 
径2mm以下の砂多量に含 外、内にハケ詞竪 約2/3
む。 残存

平安時代

11 TP-42 須恵器 杯 13.0 (35)I 良 灰(N7/)
径1mm以下の白色砂含
む。

(6 5)I 良12 TP-42 須恵器 壺 灰(N7/)
径Imm以下の白色砂含

I 
む。

13 TP-42 須窓器 甕 (5 5) 良
外：灰(5Y6/1) 径2mm以下の白色砂・灰色
内：浅黄(2.5Y7/4) 砂含む。

14 TP-42 I 須恵器 横瓶 (5.9) 良 灰(N7/)
径3mm以下の白色砂・灰色

側面の閉塞部付近
砂含む。

| 
1にぶい黄橙15 TP-42 土師器 椀 6,0 (1.6) 良

径1mm以下の白色砂、雲
0.5YR7/3) 母含む。

―[ 
外：淡橙(5YR8/4)

16 TP-21 皿土師器 長甕 230 (3,1) 良 内：にぶい黄橙
I 1径2mm以下の白色砂・灰色

I 凶0皿 I3) 砂含む。

1径2mm以下の灰色砂やや
17 TP-21 m 土師器 長甕 20.2 (3.1〉良 楼(5YR6/6)

多く含む。

18 TP-42 1土師器 長甕 (3.4) 良
にぶい黄橙 径1mm以下の白色砂、灰
(10YR7/3) 色砂僅かに含む

19 TP-42 土師器 鍋 10.4 (3.5) 良
にぶい黄橙 径Imm以下の白色砂僅か
(10YR7/3) に含む

20 TP-21 III I土師器 小甕 | (3.3) やや不良 灰白(2.5Y8/2)
径Imm以下の白色砂、灰
色砂含む

21 TP-42 土師器 長甕 (5.7) 良
にぷい黄橙 径1mm以下の白色砂、 雲
(10YR7/3) 母含む。

―ートー

22 TP-21 皿土師器 甕 6.0 (3.4) やや不良
にぶい黄橙 径2mm以下の白色砂、雲
(10YR7/3) 母混入

I土師器23 TP-37 小甕 6.0 
I 

(1.7) やや不良 橙(25YR6/8) 1径にImm以下の白色砂僅か
含む

| 
1径2mm以下の白色砂混入24 ITP-42 土師器 甕

にぷい黄橙
I 5.4 I (1.4) 良 (10YR7/3) 

第5表畔屋地区試掘調査 出土遺物観察表
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出土する。第V陪は黒色腐植土であり、深い深度から検出されている。腐植物が主体であり、粘性 ・締り

は弱い。第Vl層は黄灰色～青緑色粘土であり、粘性・締りは強く炭化物等を含まない。調査区周辺に堆積

する地山土と判断される。本層上部で遺構確認を実施している。

4)出土遺物

試掘調査で出土した辿物は、約870点となる。本村遺跡 (TP-37・ 38)からは古墳時代の遺物が多く （約

730点）出土している。一方、南入迫跡 (TP-21)、北入追跡 (TP-42・ 43)では平安時代の追物が主体的

に出土している（南入遣跡 ：約50点、北入遺跡 ：約90点）。小片が多くを占め、医化 ・掲載可能な遺物は

24点にとどまる（第25図、図版8)。以下に概要と特箪される遣物のみを記述し、個別の詳細については

観察表（第5表）を参照されたい。

a．古墳時代 (1~10) 1~10は古墳時代の土師器である。器種は甕、壺、器台がみられる。砂礫が大

蘊に滉入されており、平安時代の土師器との違いは明瞭である。1~3は甕の口縁部である。何れも曲線

的に強く外反する口縁となり、端部に面取りは施されない。4は長頸壺のD縁～頸部と19t定される。5~

9は甕、壺の底部である。7、8は大型、厚手であり壺の底部と考えられる。10は小型器台であり、比較的

残存率が高い。脚部は中間部に膨らみをもち、3箇所の穿孔が施される。外面にナデ、内面にハケメがみ

られる。これらは、概ね古墳時代前期頃の特徴をもっと考えられる。

b．平安時代 (11~ 24) 須恵器と土師器がみられる。
11 ~ 14は須恵器である。11は無台杯であり、 12は壺、 13は甕の体部となるが、全体の形態まではうか

がえない。14は横瓶の1本部である。円盤状の粘土が外側に張り付いており閉塞の痕跡とみられる。15~ 

24は土師器である、16~ 19は長甕の口縁部であり、 21は胴部となる。20は小甕の口縁部で、 22~24は

底部である。 22は底部付近まで稜線が明瞭にみられる。無台椀も少屈出土しているが、小片に限られ図

化可能なものは15のみであった。

3 調査のまとめ

今回の試掘調査は、調査対象区内における未周知逍跡の有無を把握する目的で実施したものである。調

査結果は、新たに3つの未周知逍跡が発見された。事前に実施した現地踏査では、 1ヶ所のみで逍物がま

とまって採集されており、試掘調査でその付近から南入追跡が新発見された。その他にも北入追跡、本村

逍跡の2逍跡が発見される結果となった。後者の2遺跡は現地踏査でまとまった辿物は採集されていない。

これは、水田造成での影響が少なく辿存状態が良好であるためと考えられる。何れの辿跡も明確な辿構を

発見することはできず、詳細は不明確である。北入追跡と南入追跡は調査対象区の外周部やさらに外側に

中心があると推定される。本村追跡は古墳時代の集落跡と考えられ、中通地区にある吉井追跡群との関わ

りが想定される。付近には中世の山城となる畔屋城が所在するが、調査対象区内からは中世の遣物はとく

に発見されず、集落は現畔屋集落中に埋没しているものと推定される。調査範囲は沢地が大半であり、辿

跡の立地はあまり想定されていなかった。しかしながら、丘陵の僅かな張出部分から遺跡が発見され、北

鯖石地区の生活を垣間見ることができた。柏崎市域では、今後も大規模なほ場整備計画に伴う試掘調査の

実施が見込まれ、沖和地を活用した人々の生活史が明らかとなっていくことが期待される。
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vn 本条地区
ー経営体育成基盤整備事業本条地区に係る試掘 ・確認調査一

1 調査に至る経緯

本条地区は柏崎市大字本条、大字北条、大字東条ほかに所在する。柏崎市街地からは南東へ約7~9km 

の位置となる。地形的には主に鯖石川と長島川付近の沖積地に相当する。沖積地は河川に近接し幅は広く

なく、大部分は氾濫原であったと想定されるものである。今日では一帝的に水田耕作地となっている。周

囲の沖積地の標高は14mから25mとなる。地区内には亀ノ倉追跡が所在し、馬場 ・天神腰追跡は地区に

近接している。

試掘 ・確認調査の原因事業は、経営体育成基盤整備事業本条地区である。新渇県柏崎地域振興局農業

振興部が事業主体者であり、平成30(2018)年度に事業採択を受け、それ以降に設計、施工を計画する

ものである。平成28(2016)年度に事業主体者と埋蔵文化財調査に係る協談を開始した。事業面積は約

38haであり、主に面整備と用排水路工が計画されている。計画範囲は大きく 4エ区に分散する。西側から

今熊工区（大字平井、大字安田、大字本条地内ほか）、十日市工区（大字本条地内）、愛宕沖工区（大字北

条、大字本条地内ほか）、東条工区（大字東条地内）となる。十日市工区は付近に北条城が所在し、愛宕

沖工区内には亀ノ倉遺跡が所在することから、調査期間は長期におよぶものと想定された。

試掘 ・確認調査に先行し、平成30(2018)年4月9日、 1E間で遣物の散布状況を把握するための分布

調査を実施した。愛宕沖工区における亀ノ倉遺跡推定範囲付近から比較的多くの遣物が採集されたが、そ

の他のエ区ではまとまった量の追物は採集されなかった。調査実施にあたっては、事前に本条地区の地権

者説明会（計5回）で調査方法の説明を行い、復旧方法などを確認したうえで試掘調査を開始している。

文化財保護法の手続きとして、平成30(2018)年10月29日付けt専第604号で、新渇県教育長宛に文化財

保設法第99条の規定による埋蔵文化財発掘調査の報告を行い、同日から試掘 ・確認調査を開始した。

2 調査の概要

1) 調査の目的と方法

試掘 ・確認調査の主目的は亀ノ倉遺跡の範囲や詳細、未周知遺跡の有無などを確認することである。調

査対象範囲は事業区域全域となり、対象面積は約38haとなる。ただし、旧河道跡と判断される部分には

試掘坑は原則として発掘しない方針とした。調査では試掘坑の情報をもとに追跡の範囲や深度を記録し、

工事設計に係る協識壺料データ作成を行った。

試掘坑の発掘は、バックホー (0.25面級）を使用した。記録作業は土屑深度計測や辿梢平面図作成、写

真撮影などを調査員で実施した。調査区は大半が水田となるが、次年も耕作を予定しており 、作付け時に

おいて炭耕機の運行に支障が無いよう、入念に埋戻しを行うこととした。なお、調査にあたっては、地元

の本条地区活性化委員会から事前に発掘承諾也の提出を受けている。
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2) 調査の経過と試掘坑の概要

調査の経過

試掘 ・確認調査は、平成30(2018)年10月29日～ 11月15日までの延12日間で実施した。調査貝は担

当職貝を含む延べ49名（市t尊物館職員）となる。調査対象範囲は4エ区に分散して所在する（西から、今

熊工区、十日市工区、愛宕沖工区、東条工区）。最初に今熊工区、次に十日市工区、東条工区、愛宕沖工

区の順に調査を進めた。愛宕沖工区については周知の遺跡が所在することから長期間を要すると想定され、

最終地点としたものである。試掘坑は計91ヶ所を発掘し、全体を通し番号としTP -1 ~ 91とした。

調査区の現況は水田であり、翌年も耕作が予定されているため、重機の移動や掘削、復旧に時間が必要

であった。また、調査後にも荒れた農道の復旧作業を実施する必要があった。調査対象範囲が距離を隔て

4地区に分かれていることから、重機の回送も複数回必要であった。

発掘面積は91ヶ所のトレンチを合わせると約430m'となる。調査対象区域の面積は約38haとなり、発

掘面積の比率（発掘率）は、約0.1％となる。

確認された遺跡と試掘坑の概要

今回の試掘 ・確認調査では新たな辿跡は発見されなかったが、周知の遺跡である亀ノ倉逍跡の広がりが

確認された。調査の結果から推定範囲に若干の変更が生じた。一方、調査対象範囲に隣接する馬場 ・天神

腰遺跡については、範囲内には及んでいないことが確認された。各工区、遺跡周辺の試掘坑の概要につい

て以下に記述する。各試掘坑の詳細については、一覧表（第6表）を参照されたい。

今熊工区 本条地区の西側に位樅するエ区であり、大字平井、大字安田、大字本条地内に所在する。鯖

石川右岸の‘i巾積地に相当し、本条地区全体の中で最も広いエ区となる。標高は13~ 15mとなる。地形的

には蛸石川の氾濫原に相当する可能性が高いが、部分的に自然堤防が存在する可能性もあるため、調査対

象範囲から除外することはしなかった。なお、分布調査の結果としては、中世以前の迫物はほとんど採集

されていない。

10月29日～11月1日までの延べ3日間で実施した。TP-1~TP-24の24ヶ所に試掘トレンチを発掘した。

自然堤防の存在が想定されない箇所では トレンチの間隔を広く開けた。また、常時湿地となる水田もあり、

調査では除外した。 TP-3・ 8などでは川砂が厚く堆積していた。搬入されたものであり河川改修などに係

わる層と推定される。一方、TP-10・ 18 ・ 20 ~ 22などでは自然堆積土となる川砂が細かく幾層かに分か

れて堆積しており、河JII付近に自然堆積した土層と考えられる。TP-4などでは腐植土が深くまでおよん

でおり、周囲が湿地であったと考えられる。地山土を確認したトレンチは無く、河川や湿地に係わる土層

のみが確認された。何れのトレンチでも追構、追物は発見されなかった。このため、当該工区全体が氾濫

原であったものと考えられる。

十日市工区 本条地区の中央部西側に位置するエ区であり、大字本粂地内に所在する。長鳥川が鯖石｝II

に合流する位置の右岸側となる。先述した今熊工区の東側に近接し、標高は15~ 16mとなる。地形的に

は長烏川の氾濫原が多くを占めると考えられるが、一部河岸段丘状の高地もみられる。十日市集落は標高

20m前後の丘陵裾部に営まれており、北側丘陵には北条毛利の要害である北条城跡が存在する。丘陵の

裾には寺社が多くみられ、集落の一部は中世的な街並みの姿をとどめている。分布調査では東側で僅かに

中世以前の追物が採集されていた。

11月2日の1日間で実施し、TP-25~ TP-30の6ヶ所を発掘した。調査対象区の水田は湿地性が強く農

-35 -





第28図本条地区試掘・確認調査 トレンチ配置図2 (S=1 :4000) 
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本条地区試掘・確認調査 トレンチ配置図5 (S=1:4000) 
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道が未整備な地点も多いため、重機が侵入可能な水田は限られていた。このため、試掘トレンチは6ヶ所

に限定された。TP-26では深度約70cmで地山となる青灰色粘土が検出されたが、その他のトレンチでは

腐植土が深く及んでいた。TP-28は段丘上の高地となる水田に設定した。丘陵の堆積が想定されたが、実

際には沖積地にみられる腐植土が深くまで及んでいた。丘陵から続く沢跡に位置する可能性があるが遺物

等は発見されなかった。当工区内の トレンチから追物 ・迫構は発見されなかった。

東条工区 本条地区の北東に距離を隔てて位置するエ区であり、大字東条地内に所在する。長烏川中流

域に位盟し、地形は八石山塊から続く丘陵の合間に形成された狭小な沖積地となる。標嵩は25m前後と

なるが南側に小河川の高津川が流れやや標嵩が低くなる。沖積地の南西側約400111の距離には平安時代の

音無瀬追跡が所在する。調査対象範囲は約600111X 130111となる。分布調査では僅かながら迎物が採集さ

れている。

11月5日～11日7日までの3日間 (2.5日間）で、 TP-31~TP-48の18ヶ所に試掘トレンチを発掘した。

地下堆積は、概ね70cm~ lmに青灰色粘土となる地山が検出された。腐植土が堆積していたのはTP-46

だけであり 、比較的締りのある沖和層が堆租していた。TP-45では土師質土器小片1点が発見された。そ

の他のト レンチでは追物は発見されなかった。遺構は全トレンチで検出されなかった。

愛宕沖工区 本条地区の中央部東側に位置するエ区であり、大字本条地内ほかに所在する。長烏川下流

域の左岸側に位置する。付近にはJR信越線の北条駅が存在する。標高は20~ 21mとなる。地形的には

長烏）1|が形成した小規模な沖和地となる。エ区内には古墳時代、平安時代、鎌倉時代の亀ノ倉逍跡が所在

する。また、エ区南西には南条毛利氏との関わりが考えられる馬場 ・天神腰迫跡が隣接する。分布調査で

は亀ノ倉逍跡推定範囲付近で古代を中心とした追物がやや多く採集されている。

調査は11月7日～11月15日の6日間で実施し、 TP-49~ TP-91の43ヶ所を発掘した。とくに亀ノ倉造

跡推定範囲周辺ではトレンチを多く設定し、逍跡範囲を明確にするものとした。エ区南西側は現況が荒

地であり水田に盛土がなされていた。TP-49~ 50では河川跡が検出された。旧追田川の可能性があり、

TP-49では覆土から土器片数点が出土した。TP-51でも水路跡が検出されている。中央部南寄りは後述の

とおり亀ノ倉追跡が所在し微高地であったが、北半部は腐植土が堆和する湿地性が強い状況が確認されて

いる。

＜亀ノ倉遺跡 (B地点） ＞ TP-55・57 ~ 59・63 ~ 67では迫構・追物が発見されており、亀ノ倉逍跡 (B

地点）の範囲内と判断される。従来の推定範囲とは若干異なる結果を受け、範囲変更するものとした（平

成31(2019)年2月に変更完了）。東西約130m、南北約230mの推定範囲とした。概ね深度30~ 50cmで

辿跡が発見されているが、地山が酸化色を呈 していることから微高地であったと判断される。ただし、小

ピットや古代の追物が少量確認されるだけであり、遣跡の遣存状況は不良といわざるを得ない。TP-59~ 

@) 55トレンチ ~ 57トレンチ @ 59トレンチ

戸
~ 64トレンチ
＿て了

゜ ゜ ゜
第32図 本条地区試掘 ・確認調査検出遺構見取図 (8=1/60) 
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No. 
長さ 幅 面積

土層
遺跡深度 闊削深度1 遺物 掲載遺物池 | 遺跡

(m) (m) （ボ） (cm) (cm) （個数）
I 2.7 

2-2.4 .-6 ↓ 6 6.478 6 
I・ ll 116 I 

2 2.6 I・ D 122 

＇ 3 ~ 2.8 □2亡.2 籍5.06 I・ ll 100 
4 l 2,5 l ・Il・ID・W 111 
5 ・24 l · Il •m 104 
6 | 25 1--:-iJ,m 118 
7 2,2 2.1 4.62 I-．n • m • IV 111 
8 2,8 2. 4 6.72 I ·Il •m 120 ， 2,5 2.3 5.75 1 - n•m•w 106 
10 24 2.1 5.04 I・ Il ・皿 98 

II 12 I 22..7 3 ト― 22. .4 1 
6.48 I・ D ・皿 105 
4一.8→3一n一n7m 108 

13 2,5 2.2 5.50 I・ D ・ffi 99 
14 2,6 2.0 5.20 I ・Il・ID 107 
15 2,6 
I-22--.,2 2 -- 55 .72 I ・D・Dl 100 

16 26 .72 I・ D・m 120 
17 28 2.1 5.-88 --(マ-Dマm 100 
18 23 1.9 4.37 I・ ll ・田 「18
19 2.1 1、8 3 78 l・Il・ill 115 
20 

22..8 2 
2、2 6.16 l・ll・ill 115 

21 I 7 3,74 t •n •m 124 
22 2.2 18 3 96 l・ll・m 130 ， 
23 2.1 18 3 78 I可マ 128 
24 2.1 1,9 3.99 I・ Il ・皿 112 
25 1..9it. 一 15 2,85 ,. n •m 95 
26 2 1.8 

34-.7.60 8 -
I・ ll ・fil・VI 94 

27 2.3 2.0 -1. n ・ m• N 110 
28 2.4 2.0 I 480 l・Il・V 106 
29 2.2 2.0 I 4,40 I •Il•m 100 
30 2.3 21 I 483 I・ U・m 100 
31 2.2 20 

43 .. -47-0 8 -戸1 . n7・ m"へ• VIn 75 
32 2.1 18 79 
33 22 1.9 418 I・ Il •fil• VI 90 
34 2.3, 1.8 4.14 I・ ll ・fil・IV・VI 105 
35 2.1 1 8 3.78 I・ D ・m・IV 108 
36 2.2 I 7 芍4「1可Flli・IV 69 
37 2.3, 20 460 l · ll•m•IV;-VI 82 
38 2.3' 2.1 483 I・ Il ・ffl・VI 86 
3-9 l 2.3 ' ； ！ 44 .614 2 戸1.n _:_· mm.:..•w VI 

118 
40 2.2 72 
41 2.2 2.1 4 62 I · II •面•VI 90 

42 | 22..2 11 . 1.9 J.99 I ・Il・ill・IV・VI 79 
43 1.8 3 96 I · Il•m•IV · VI 86 
44 2.2 1.9 418 I. n-m・IV・VI 83 
45 2.3 2.0 4.60 I・ Il ・W・VI 114 I 

＇ 同＇ l 22.3 2 2.2 5.06 I ·II ·ill ·IV·V•VI 117 I 
2.0 4.40 I・ II ・ill・VI 78 I 

48 2.2 1.9 4.18 l-n-mマw ,OO 
49 2,2 1.9 4.18 l. n • m •V 134 
50 2,4 2.2 5.28 l・Il・V 135 6 
5 1 2.2 2.2 4.84 l. Il • m •VI 76 
52 22 2.2 4.84 I・ ll ・VI 95 
53 2,4 2.0 4.80 I・ ll ・V・VI 87 
54 2,2 1.9 4.18 I→. ・ ll -・V-・VI 62 

55ト―? 2.2 5.50 I・ Il ・W・VI -42 64 一 途フ蒼適蕗
56 ,2 

l 1.1.7 7 - 33..794 1 
I ・ II ・IV・VI 65 

57 2.3 ＇ 1!7f:-IV ・ VI -47 72 亀ノ蒼遺跡
58 2.2 1.8 3.96 I • Il ・IV:VI -43 56 1 亀ノァ怠倉遺遍跡
59 2,5 2.4 6.00 I ・ Il ・IV -31 33 5 亀 遍蕗
60 22 

-21..6 3 -
3.52 I ・VI 36 

61 2.3 I 5.29 I ・ lI ・ VI I 56 
62 2.2 2.1 4.62 I ・ ll ・VI I 45 
63 22 2.0 4.40 I・ Il ・VI 

＇ 
-39 46 

亀亀フ-ノ一倉倉遺遺湧跡i 
64 2.2 2.1 4.62 I・ ll ・IV・VI I ：：49 69 
65 2.4 2.3 5.52 l・ll・IVb・Vl 

＇ 
-29 52 4 滋ノ倉遺跡

66 2.2 2.2 4.84 I・ Il ・IV・VJ I -56 78 

＇ 亀亀フノ蒼倉遍遺跡研
668 7 

2.4 2̀2 5,28 I・ Il ・W・VI I -37 63 2 
2.2 2.2 

44..864 2 
I ・VI I 42 

69 22 2.1 Iマhn7IV7VI 57 
70 2,3 1.9 4.37 I• Il ・W・VI 67 
71 

23..3 2 -•, 2.2 5.06 I ・II・IV・VI 51 
72 i.3 7.36 I ・ll・IV・V・VI 200 
73 22 1.5 

34..430 1 1丁1 ・VI 40 
74 2, 1 2.1 ・IV・VI 57 
75 2.0 1.9 3.80 I・ ll ・IV・VI 62 
76 

22 .. 4 3 
2.2 5.06 I ・'N・VI 53 

77 , 2-.2 I 5.28 1マlV• VI •一
62 

ー冦1 2.3 泣 5.06 l・ll・m・IV・Vl 107 
79 2.1 2.0 4.20 I・ Il ・IV・VI 109 

一
----

80 2..3 3 2.1 4.83 同正•W•VI トー
85 

81 
I -

4.83 n ・ll・IVてVJ2 2.1 81 
82 2.4 七 2.1 5.04 1.-l1 •N•-W 95 
8-3 1-.9 1.4 

ヒ4．面げI-.ll • m •IV—•VJ ーニ
120 

8645 ニ- 22r.I1 - i2.0-「 77 
67 

86 2.1 2.0 
」

4.20 壁崩落 •一 ―

量ニー：生一 2.2 4.84 I •Il·fil·V · VI 110 
2.1 4.62 I・ II ・V・VI 112 

89 2.5 2.3 I 5.75 戸l-n--:WIl • lV:• VIVI "5 
90 2.1 1.4 i.. 94 112 
91 2.3 2.2 5.06 I •Il•fil · IV·VI 104 

第6表本条地区試掘 ・確認調査 トレンチ一覧表
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TP-1 IP-2 TP-3 IP-4 IP-5 T臼 TP-7 TP-8 TP-9 lP-10 TP-11 TP-12 IP-13 TP-14 『Pー15 IP-16 

TP-17 TP-18 TP-19 TP-20 TP-21 TP-22 TP-23 IP-24 た 25 !MG IP-27 TP-28 !P-29 TP-30 IP-31 JP-32 

TP-33 lP-34 TP-35 TP-36 IP-37 IP-38 TP-39 TP-40 TP-41 IP-42 TP-43 IP-44 IP-45 JP・4S TP-47 IP-48 

． 
TP-49 JP-50 IP-5 I TP-52 JP-SJ JP-5ヽ IP-55 『P-56 TP-57 TP-58 IP-59 TP..60 TP-6 I IP-62 IP..63 TP-64 

． 
TP-65 IP-66 IP-67 TP-68 TP-69 TP-70 TP-71 IP-72 IP-73 IP-74 TP-75 TP-76 IP-77 TP-78 JP• 79 TP-80 

第33図 本条地区試掘 ・確認調査基本層序柱状模式図 ($=1/40)
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63 ・ 68では表土直下の深度30cm前後から地山が検出されており、辿跡が掘削されている可能性がある。

昭和50年代前半頃に耕地整理が実施され、浅い位薗から追物が出土したとの記録があり、遣跡は大きく

失われている可能性もある。

3) 基本層序

今回の調査で検出された土層は概ね6層に分類される。調査区が数箇所に分かれ立地も多少異なるが、

類似した土層をまとめ共通の碁本陪序とした。

第I恩は表土であり、水田 ・畑の耕作土および盛土も含む。第Il層は黄灰色～灰色粘土であり、水田床

土となる。厚い堆和となる地点もあり、水田造成に伴う盛土となる場合もある。第 I層と第Il層は分陥困

難な地点もあった。第皿屑は灰色粘土～灰色砂である。腐植物をあまり含まない沖積層を一括した。河川

に近い今熊地区ではシルトや砂の層が幾重にも堆和していた。第1V陪は暗灰色粘土であり 、炭化物や腐植

物をやや多く含み暗色となる。亀ノ倉遺跡の範囲内では、古代の遺物が少最出土する。第V層は黒色腐植

土であり 、第1V層の下位となる深い深度から検出されている。腐植物が主体であり、粘性 ・締りは弱い。

第VI~は黄色～青灰色粘土である。 浅い位置では酸化色となる。 粘性 ・ 締りは強く炭化物等を含まない。

調査区周辺の沖租地に堆積する地山土と判断される。本陪上部で遺構確懃を実施している。

4)出土遺物

試掘 •確認調査で出土した逍物は、約20点と少ない。 亀ノ倉遺跡 (B地点）内からの出土が大半であり 、

平安時代の遺物に限定される。TP-59では須恵器2点、土師器5点の迎物が出土した。出土追物は全て小

片であり、屈l化可能な遺物は皆無なため、写真のみを掲載した（図版29-r)。

3 調査のまとめ

今回の試掘 ・確認調査は、亀ノ倉遺跡の範囲や詳細、未周知逍跡の有無などを確認することであった。

亀ノ倉遺跡はA・Bの2地点が周知化されている。A地点は平成20(2008)年度に実施した本発掘調査から、

古墳時代前期を主体とする集落であると考えられる［柏崎市教委2011]。一方、B地点については今回の

調査によりある程度実態を明らかにすることができた。調査結果から、平安時代を主体とする逍跡である

ことが分かったが、同時に過去の工事により逍存状態は不良となっていることが確認された。A地点とB

地点の間には河川跡が発見され、遺跡の広がりはみられなかった。また、監接する馬場 ・天神腰遣跡とは

古くから追即IIの氾濫原により分断されていたと考えられる。このため、亀ノ倉辿跡B地点は南側に所在

した河川と北側の湿地に挟まれた狭い範囲内に営まれた集落であったと推定される。出土遺物の時期から

ほぼ平安時代に限定される。

未周知逍跡については全工区において発見することはできなかった。今熊工区は鯖石川の十日市工区は

長鳥川の氾濫原であることが確認された。東条工区についても遺跡の痕跡は確認できなかった。愛宕沖エ

区は亀ノ倉追跡B地点の周囲以外は河川跡や低湿地であることが確認された。鯖石川、長烏JII流域の沖積

地は水田が営まれているが、地下の旧地形や古環境を知ることができた。今後も大規模な試掘 ・確認調査

の実施が見込まれ、各地域の生活史が明らかとなっていくことが期待される。
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Vlll 上条城跡隣接地（第2次）

―市道柏崎14-12号線道路改良舗装工事に伴う試掘調査一

1 調査に至る経緯

上条城跡は鵜）II中流域の大字黒滝字城地内に所在する。室町時代に関東管領や越後守談を務めた上杉氏

の一族である上条上杉氏の居城で、標高約15m、周囲の水田との比裔差は5m前後の丘陵上に構築された。

城の範囲は東西250m、南北140mに及び、実城、ニノ曲輪等が堀に囲まれ、その外に外曲輪や家臣の屋

敷地が設けられた。城の東側を流れる鵜川支流の浦の川も外堀の役目を担っている。

平成20(2008)年と平成21(2009)年には上条地区コミュニティ振興協談会が主体の「上条城夏の陣」

と銘打った調査が行われた。この調査は畑の礫などを集積したマウンドを発掘するもので、このマウンド

から多くの土器や陶磁器が出土した。その多くは14世紀代から16世紀後葉までの中世のものであった［伊

藤2010]。

今回の試掘調査は市道改良工事に伴う第2次試掘調査であり、道路法線の西側半分を対象とした。ここ

は周知の埋蔵文化財包蔵地ではないが、浦の川を挟んで上条城に隣接しているため何らかの遺構が及んで

いないかを確認することとした。

文化財保護法第99条第1項の規定による新湯県教育長への埋蔵文化財発掘調査の報告は、平成30(2018) 

年11月14日付け博第606号で行った。

2 調査の概要

1) 調査の目的と方法

試掘調査の主な目的は、上条城跡に関係する追樅群や辿物の有無を確認することである。また、他の時

代の集落が営まれていた可能性もあり、工事前に時代を問わず遺跡の有無を確認することが必要であった。

調査対象範囲は事業区域のうち第1次調査時に用地買収が未了だった範囲、延長約70mで面積は約580面

である。

試掘坑は法線内に任意に設定し、0.15五級のバックホーで掘削した。基底部までバックホーで掘り下げ

た後に、人力で土層観察のために壁面を精査し、追構面の清掃を行った。記録図面の作成と写真撮影は調

査担当が行った。調査終了後は掘削土により埋め戻しを行った。調査した トレンチは4か所、調査面積は

合計8.82面であり 、調査対象地に占める割合は1.5％である。

2) 基本土層

調査で確認した土恩は大きく 6層に分けた。I層は表士／習で、腐植物が多く混じる暗褐色土である。II

層は、角ばった礫やプロック状の粘質土が多く含まれるもので、客土層と捉えた。皿層は自然堆積界で褐

色土を基本に炭化物や円礫が混じっている。lV爵はやや粘質のII音褐色土で、炭化物が少砿混じる。追物包

含思に相当するとみられる。V層とVI層を地山恩とした。V層は灰色砂からなり、下位に円礫が多く混じっ
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第34図 上条城跡隣接地（第2次）試掘調査調査位置図 (S=1:15,000) 

ており 、川床の様相を呈する。VI陪は灰白色砂熟で、橙色砂がまだらに混じる。確認した範囲では礫の混

入は認められなかった。

3) トレンチの概要

T P 1 調査対象地の東端の、杉が林立した畑地に設定した。長さ 1.9m、幅1.3mのト レンチである。

表土の下に客土であるIl熟が厚く盛られ、その下の皿層には拳大の円礫が多 く混じる。 トレンチの西側半

分には皿層まで到達する攪乱がある。地山はVI層で、遣構はない。逍物は出土しなかった。

TP2 TPlと同じ畑地に設定した。長さ1.7m、幅1.2mのトレンチである。土層の堆和はTPlと

ほとんど同じである。追構、追物ともに出土しなかった。

TP3 果樹が生えていた畑地である。長さ2.2m、幅l.lmのトレンチを設定した。これまでに比べて

客土の堆積は薄い。その下位に遺物包含層に相当すると考えられるN層が堆積する。やや粘質がある土で、

炭化物が少し混じっている。 トレンチの東半分はII陪からの樅乱がN恩の大部分まで及んでいる。地山は

これまでと同様のVI陪である。追構、追物ともに出土しなかった。
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TP4 調査対象地でトレンチが設定できた最も西側である。ここまでは調査地隣の道路と地表の高さ

はほぽ同じであったが、ここは40~50cmほど低い畑地である。長さ2.1m、幅0.9mのトレンチで調査した。

表土の下に客土のJI層が厚く堆積し、その下位で灰白色砂となった。さらに掘り下げたところ、土質はほ

とんど変化せず、大小の円礫が多く混じるようになった。旧河川の底と判断した。追物は出土しなかった。

3 まとめ

今回の試掘調査で当事業に伴う試掘調査は完了した。結果として当事業の法線内では遺構は検出されず、

追物は第1次調査で少饉出土しただけであり、逍跡は存在しないと判断した。円礫や砂層が堆積する今回

の調査地は旧河道や湿地帯であったと考える。追跡範囲とはならなかったが、上条城周辺の一部で過去の

様相を明らかにすることができた。

9. 00m— 

/‘ へI,' 遍•: AAM  -

0 (5=1:1,000) SOm ・ 

第35図 上条城跡隣接地（第2次）試掘調査 トレンチ位置図 (S=1:1,000) 

TP4 TP3 TP2 TPl l 表土。暗褐色上。

＂ 各土。
ll a 灰白色と明黄褐色士のプロック。
llaI llaのプロックが大きい。
[lb 褐灰色礫混じり土。
恥 黄褐色礫混じり ：t.
m 自然堆和肪。
Illa 灰褐色上。やや粘質で炭化物混じる。
llJb 掲色土。拳大の円礫混じる。

IV II音褐色土。
V 灰色砂。下位に円礫多く含む。
Vl 灰白色砂。所々柁色砂がまだらに混じる。

第36図上条城跡隣接地（第2次）試掘調査土層柱状模式図 (8=1:40) 
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IX 馬場・天神腰遺跡（第4次）

一県道改良工事に係る第4次確認調査一

1 調査に至る経緯

馬場 ・天神腰追跡は柏崎市街地から南東へ約8kmの距離となる南条地区に位龍する。地形的には鯖石川

中流域右岸の河岸段丘上に立地している。北側には長鳥川が西進し北東約500mの位置で鯖石川に合流す

る。段丘西側に位罹する現下南条集落の標高は20m前後であり、やや標高の低い東側は水田となっている。

当追跡は中世では鯖石｝II流域に成立した佐橋荘に属しており、鎌倉時代に地頭職を有していた越後毛利氏

に関わりが深いと考えられ、戦国時代に中国地方で勢力を伸ばす安芸毛利氏の祖とされている。越後毛利

氏は南条にあった本拠地を北条に移し北条氏を称するようになる。当該地北側の丘陵には北条氏の要害で

ある北条城が所在する。その南東側の丘陵裾に広がる集落には現在も寺院が多く 、中世末の景観を残して

いる。当逍跡は、平成3・4年に市道改良工事に伴う当追跡の発掘調査が実施されている。13~ 14世紀を

主体時期とするが、12~ 16世紀の間に集落が続いていることが調査で明らかとなっている。側溝を備え

た道路や方形区画溝が伴う館跡も発見されていること、手工業を示す木製品の未成品も出土していること

から、 一般集落とは異なる都市的な性格が推測される ［品田1993]。

今回の確認調査は県道改良工事に伴うもので、確認調査としては第4次となる。平成26(2014)年度に

事業主体者との当該工事に係る協議を行っている。事前に拡幅部分を対象とした確認調査を実施し、遺跡

の広がり等を把握する必要があると判断された。その後、平成29(2017)年度に北但ll隣接部で第3次確認

調査が実施されている。結果としては遺構 ・遺物は発見されず、遺跡の密度が希薄な範囲と判断されるも

のであった。

第4次確認調査は、平成30(2018)年度末に用地買収が進んでいたため実施することとなった。調査に

あたっては、平成31(2019)年2月28日付けt専第657号で文化財保設法第99条に基づく発掘調査の報告

を提出し、3月4日に確認調査を実施した。終了報告は3月12日付け陣第662号で県教育委貝会に提出した。

2 調査の概要

1) 調査の目的と方法

確認調査の目的は、道路拡幅部分における遺跡の広がりなどを確認することである。標商は21m前後

となる。調査対象範囲は、道路拡幅範囲で新規掘削工事が生じる範囲であり 、概ね歩道部分に相当する。

宅地化された部分が多く 、道路拡幅幅も3m未満と狭いことから調査可能な範囲はかなり限定された。

試掘トレンチの発掘は小型バックホー (0.06面級）を使用し、対象範囲内の任意の位置3ヶ所に設定した。

調査対象区の面積は約158面である。発掘した3つのトレンチの合計面和は約4.5111であり、調査対象面和

に対する発掘面積の比率（発掘率） は約2.8％となる。
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第37図 馬場 ・天神腰遺跡（第4次）確認調査対象区位置図

2) 調査の経過と試掘坑の概要

試掘調査は、平成31(2019)年3月4日の1日間で実施した。調査貝は担当職員を含む4名となる。

天候は雨であった。調査対象範囲は、延長約49m、幅約2~3mとなる西側拡幅部分である。ただし、

宅地の乗り入れ等は発掘が不可能であり、発掘可能な田畑部分は4ヶ所に分断される。 4ヶ所それぞれの

延長は10~ 17m程度であった。水田は概ね本来の地形と想定され、畑は盛土により造成されていた。発

掘可能な範囲部分に計3ヶ所の試掘トレンチを設定した (TP-1~ 3)。

TP-1 南側に設定した。トレンチの大きさは、幅約l.Om、長さ約1.5mとなる。現表土は畑耕作土であり、

深度約40cmで灰色粘土が検出された。炭化物を含み粘性が強い。分屈は困難であったが、上部は水田に

係る土層の可能性がある。深度約70cmで青灰色粘土が検出された。炭化物等を含まず、当該地の地山と

判断された。本恩で迫構確認を行いピット 1基が発見された。逍物は発見されなかった。

TP-2 中央部に設定した。 トレンチの大きさは、幅約0.9m、長さ約1.5mとなる。現況は畑であり 、土

層堆積はTP-1と酷似していた。深度約40cmで灰色粘土が検出された。下部は砂利の混入が認められた。

青磁1点が出土し、辿物包含層ととらえられる。深度約65cmで地山（青灰色粘土）が検出された。ビッ

ト1基が発見された。なお、廃土から須恵器1点が出土した。

TP-3 北側に設定した。トレンチの大きさは、幅約l.Om、長さ約1.6mである。現況は水田であり、表

土以下約25cmで灰色粘土が、深度約40cmで地山（青灰色粘土）が検出された。堆積状況はTP-2と酷似
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~TP- 1 ⑨TP-2 ⑨TP-3 

第39図 馬場・天神腰遺跡（第4次）確認調査検出遺構見取図 (S=1/40)

TP-1 TP-2 。一

-50 cm― 

-100 cm — 

TP-3 

凡例

□釦層表土
□第II屈灰色粘土
冒l第rn層青灰色粘土

第40図 馬場・天神腰遺跡（第4次）確認調査基本層序柱状模式図 (S=1:20) 

するものであった。直径60cm以上の土坑1基が検出されている。追物の出土は見られなかった。

3) 基本層序

確懃調査で検出された土恩は概ね3層に分類される。

第I層は耕作土・現表土である。第1I荊は灰色粘土であり 、炭化物を多く含む。分層は困難であったが、

上部は水田に係る屠の可能性があり 、下部は締りがあり砂利の混入が認められた。本層内から古代 ・中世

の遺物が発見されている。第IlI層は青灰色粘土である。粘性 ・締りが強く炭化物等の混入がみられず、地

山と判断される。本層の上面で造構確認を実施している。

3 調査のまとめ

今回の調査対象区は逍跡推定範囲の中央付近に位置するものである。確認調査の結果としては、調査範

囲内から古代 ・中世の遺物と遺構が発見され、辿跡の存在が明確に確認することができた。調査対象区は

現在の下南条集落の東端に位置するものであるが、古くから居住域であったと推定される。調査面積は僅

かであったが、 全 トレンチから遺構が検出されており、遺跡の中心部付近であった可能性もある。一方、

平成29(2017)年度に実施した北側隣接地の確認調査では逍跡の痕跡は認められなかった。このことから、

辿跡推定範囲内でも辿構の粗密があると考えられる。今後も、小規模な調査を継続し、辿跡の実態を明ら

かにすることが重要である。
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x 総括

第29期となった令和元 (2019)年度の柏崎市杓辿跡発掘調査事業では、当該年度の試掘調査・確認調

査の現場業務のほかに、平成30(2018)年度に実施した9件の調査について整理業務を継続し、報告書

として本書を作成した。本報告書に掲載した計8件の調査の内訳は、試掘調査5件、確認調査3件である。

西岩野逍跡第7次確認調査は別書に掲載予定である。

試掘調査では、藤元町地点（第lI章）で藤元町西遺跡の1遺跡が新発見された。畔屋地区（第VI章）で

は本村逍跡 ・南入遣跡 ・北入追跡の3追跡が新発見された。一方、城束地点（第w章）、曽地新田地点（第

V章）、上条城跡隣接地第2次（第VIII章）では、遺物 ・遺構ともに発見されなかった。

確認調査では、西岩野遺跡第6次（第皿章）、本条地区 （第VH章）の亀ノ倉遺跡、 馬場 ・天神腰遺跡第4

次で造物 ・造構が検出されている。とくに西岩野遣跡第6次では、弥生時代後期の追物や大型の溝、住居

の可能性のある追構などが発見されており 、今後の発掘調査成果が期待される。

以上の成果は、各調査は限られた範囲で実施されたものであるが、記録狩料の客租は柏崎市の歴史を理

解するための足掛かりとなるものである。埋蔵文化財保護行政の基本ともいえる、試掘調査 ・確認調査等

で得られる成果は、埋蔵文化財の保談に欠かせないものである。本事業が果たす役割は大きいといえよう。
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地学団体研究会新潟支部中越沖地擬調究団体編 「柏崎 ・刈羽をおそった地緩の被害と
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VI 畔屋地区 6
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城東地点 しょうとう 15205 211 33/ 20180718 34.65 試掘濶査

城東 1011 32" 

に9•がたliんかしhざさし 37° L38° 
そし lんでんらてん 新氾県柏崎市
曽地新田地点 そりしんでん

15205 24' 37I 20180731 8. 16 試掘調査

灼地新田 16” 24" 

に↓•がたtr ん/J •L』9 しゞ tiL 37° l38° 20181015 
わゼや t,< 新厖県柏的市
畔腟地区 ““h  sぁぜや 15205 22' 37' ～ 337 試掘調査

大字畔屋
1 6” 18" 20181026 

にいがた19んかしbさきし 37° 138° 20181029 
＂ん C iぅ 』ヽ< 新褐県柏崎市 試掘 ・

本条地区 おおあざさたじょう 15205 20' 38' ～ 430 

大字北条 0711 
確認調杏

11" 20181115 

皐 しヽ C. ，，9 4 ̂  11 • I. ：こ1•がたけんA•lhざel 37° 138° 
上条城跡隣接地 新潟県柏崎市

18' 331 試掘調査
だいにじ 9』,ゎ.1, ． 15205 20181 l29 8.82 

（第2次） 大字上条 42" 5,1" 

”馬ん場19て・ん天じ神んこ腰l迪いt跡e IS Iがた19んかしi≫ざ合し 37° 138° 
新褐県柑1崎市

だ"t. r. 』I 贔s..々贔• 15205 631 1 91 37' 20190304 4.5 確認調杏

（第4次） 大字南条 53" 55" 



所収迫跡名 種別 主な時代 主な辿構 主な迫物 特記事項

藤元町地点 集落 占代 ・中世
ビット ・土坑 土師器 ・珠洲焼

藤元町西追跡が新たに発見された。
溝 陶磁器

西岩野迫跡（第6次）
弥生時代 ピット ・土坑 土師器 ・須恵器 対象範囲全域に迫構 ・迫物の分布が

（後期） 溝 鉄製品 確認された。

城東地点 なし なし

杵地新田地点 なし なし

畔届地区
古墳時代 ・

なし 士師器 ・須恵器
本村追跡 ・南入迫跡 ・北入追跡が

古代 新たに発見された。

木条地区 古代 ピッ ト・河川跡 土~Ii器 ・ 須忠器 也ノ介甜跡の範囲を変更した。

上条城跡隣接地（第2次） なし なし

馬船 ・天神腰辿跡
古代 ・中世 ピッ ト 須恵器 ．i閲磁

対象範囲は古代 ・中世の居住域と

（第4次） 推定される。

本粛は、国県の補助事業である市内追跡発掘調査事業で作成した第29期の報告iI}で

ある。平成 30 (2018)年度に実施した試掘調森等の8追跡等8件の報告を収録した。

8件の調査では、 5件の調査で辿跡の痕跡を確認した。これにより 、4迎跡が新たに

要 約 発見され、周知の3追跡の内容を確認することができた。他の3件の調査では、追跡

の痕跡を確認することはできなかったが、関係するデータを多く集めることができた。

試掘調査等で得られる佼料は、埋蔵文化財の保護に欠かせないものであり、

本事業が果たす役割は大きいといえよう。
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